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特集
新型コロナウイルス感染症に負けないために
令和２年度当初予算
令和２年度組織機構
市職員採用試験
市議会だより

四国中央市データ

　　3月末日現在（前月比）

人口  男　42,056人  （-37）

　　  女　44,017人 （-122）

　　  計　86,073人 （-159）

世帯　38,871世帯　  （+66）

表紙：こまめに手を洗いましょう！　

感染症対策！ へのご協力を
お願いします



中小企業・小規模事業所の皆さまへ
新型コロナウイルス感染症に対する
緊急支援を実施します

　日本国内において新型コロナウイルス感染症が拡大する中、市民生活や地域経済への影

響が日々深刻さを増しています。地域経済を支える中小企業・小規模事業所の皆さまへの

支援が必要となる中、本市では以下の緊急支援を実施します。

市ホームページ
（中小企業者支援情報）

　産業支援課　28-6186

　新たに「中小企業経営安定化資金」融資制度を実行し、この融資制度を利用する場
合の信用保証料と利子の全額を助成します（利子助成については「愛媛県新型コロナ
ウイルス感染症対策資金」の利用者も対象となります）。

〇融資制度の新設・信用保証料、利子の全額助成

　売上が大幅に減少し、セーフティネット保証 4号の融資を受けた事業者に対して、人
件費・光熱水費・保険料などの必要経費（月額）の 2 分の 1 を事業継続支援金として
給付します。※上限 100 万円
（セーフティネット保証 4号融資額の 10 分の 1と比較して低い方の額）

〇経営の継続のための支援金給付

　新型コロナウイルス感染症の影響に伴う休業により、労働者に支払った休業手当に
ついて、国の「雇用調整助成金」・県の「緊急地域雇用維持助成金」の支給決定を受け
た事業主の方を対象に、市の「緊急地域雇用維持助成金」を上乗せ助成します。

〇雇用調整助成金の上乗せ助成
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発
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。
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あ
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感
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と
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。

　

引
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さ
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」
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ま
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。

　

ま
た
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お
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も
、
感
染
拡
大
地
域
へ
の
往
来

や
不
要
不
急
の
外
出
は
、
厳
に
控
え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

四国中央市長

篠原　実

※詳しくは、市ホームページをご覧になるか、お問い合わせください
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新型コロナウイルスに感染したかも…と思ったら？！
保健推進課　28-6054

以下の方は、上記の状態が 2日程度続く場合
・高齢者  ・糖尿病、心不全、呼吸器疾患（COPD など）の基礎疾患
・透析を受けている   ・免疫抑制剤や抗がん剤などを用いている・・妊婦

◆風邪の症状や 37.5℃以上の発熱が 4日以上続いている　
　（解熱剤を飲み続けなければならないときを含む）
◆強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）がある

医師が総合的に判断した結果、
新型コロナウイルス感染症を疑う場合

検 査

感染の可能性が
高い

感染の可能性が
低い

※ 4月 21 日現在の情報です。変更となる場合があります

一般の医療機関を受診

センターでは、症状（いつから、どのような症状がどのくらい）、
流行地域への渡航歴や接触歴、行動歴などを確認します。

帰国者・接触者相談センターに相談
電話：０８９－９０９－３４８３

対応時間：24 時間対応（土・日・祝日含む）

四国中央保健所が受診先を調整し、
専門の帰国者・接触者外来を受診

該当

新型コロナウイルス一般相談窓口
　電話：０８９－９０９－３４６８

　対応時間：24 時間対応
（土・日・祝日含む）

上記に
当てはまらない場合

陰 性

陽 性
四国中央保健所・医療機関の判断により、
経過観察など

四国中央保健所・医療機関の判断により、
就業制限、入院勧告、感染症指定医療機関への入院など

必要に
応じて



歳出

歳入

　

令
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の
予
算
は
、
令
和
元
年
度

か
ら
の
４
年
間
を
対
象
と
す
る
第
二
次
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
２
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確
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取
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く
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域
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と
し
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２
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５
％
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６
％
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

令和 2 年度

当初予算

　財政課　28-6007

予算総額 611 億 2,200 万円（前年度比▲ 7.1％）

一般会計 355 億 4,000 万円（前年度比▲ 13.2％）　特別会計 255 億 8,200 万円（前年度比＋ 3.0％）

項目 予算額（千円）

 人件費 8,056,644　

 扶助費 7,779,285　

 公債費 5,115,428　

 普通建設事業費 2,407,586　

 災害復旧費 456,565　

 物件費 4,335,898　

 貸付金 268,400　

 維持補修費 277,644　

 補助費等 2,413,471　

 繰出金 4,216,854　

 その他 212,225　

合計 35,540,000　

歳出（性質別）

項目 予算額（千円）

 市税 14,941,300　

 分担金及び負担金 579,758　

 使用料及び手数料 608,083　

 諸収入などの収入 940,393　

 繰入金 885,126　

 地方交付税 5,400,000　

 地方譲与税 394,000　

 その他の交付金 2,087,000　

 国・県支出金 7,119,440　

 市債 2,584,900　

合計 35,540,000　

歳入

一般会計予算（355 億 4,000 万円）の内訳

自主

財源

50.5％

依存

財源

49.5％

義務的

経費

59.0％

その他

経費

32.9％

投資的

経費

維持補修費
0.8％ 補助費等 

6.8％

物件費
12.2％

貸付金
0.7％

繰出金
11.8％

扶助費
21.9％

公債費
14.4％

人件費
22.7％

普通建設事業費
6.8％

その他 0.6％

市税
42.0％

諸収入などの収入 2.7％
繰入金 2.5％

地方交付税
15.2％

国・県支出金
20.0％

市債
7.3％

その他の交付金 5.9％

地方譲与税
1.1％

分担金及び
負担金 1.6％

使用料及び
手数料 1.7％

8.1％災害復旧費
1.3％

当初予算編成方針
～安全安心を確保し、 地域活性化と
　　財政健全化の両立を目指して～



令和 2年度当初予算の主な事業
■災害対策施設整備事業（トイレトレーラー導入）

[ 新規 ]約 2,300 万円

　避難所生活におけるトイレ不足を解消するため、
より機能性の高い移動設置型トイレを導入し、大規
模災害発生時の緊急用トイレの確保を図ります。
　また、災害時応援協定などに基づく被災地への派
遣や、平常時には屋外イベントなどで使用し、トイ
レの混雑緩和と防災意識の啓発に活用します。

■多文化共生事業

[ 新規 ]約 120 万円

　本市在住の外国人が増加し続ける中、急増する日
本語教室の需要に対応するため、現在実施している
ボランティアによる少人数教室とは別に、日本語の
スクール型教室を開講します。

■三島小学校整備事業

[ 継続 ]約 3 億 3,900 万円

　三島小学校の空き教室を改修し、新居浜特別支援
学校分校を開校することで、新居浜までスクールバ
スで通学している児童などの負担軽減を図ります。

■県営港湾整備事業

[ 継続 ]約 1億 6,100 万円

　13 年連続で四国第 1 位のコンテナ取扱量を記録
している三島川之江港において、金子地区国際物
流ターミナルへ新
たな荷役機械（ガ
ントリークレーン）
の整備を行うなど、
さらなる港湾機能
の強化を図ります。

■市公式ホームページ再構築事業

[ 新規 ]約 1,700 万円

　市の公式ホームページを一新し、より本市の魅力
や特色を市内外へ効果的に発信するとともに、利用
者が必要とする情報を分かりやすく提供できるよ
うなホームページを作成します。

■社会資本整備総合交付金事業

[ 継続 ]約 3億 6,900 万円

　国の社会資本整備総合交付金や過疎債などを活
用して、社会インフラ（道路、橋りょうなど）の整
備を推進します。

■城山下臨海土地造成事業

[ 新規 ]約 6,100 万円

　本市における現状の課題である「住エ混在」、「市
内企業の流出」などの解消及び川之江沿岸部の防
災・減災対策の観点から城山下臨海土地造成事業を
実施します。

ほかにも次のような事業を行います

○有害鳥獣捕獲事業（1,300 万円）
○企業立地促進事業（約 8,400 万円）
○ふるさと納税推進事業（4,500 万円）
○地方創生推進事業（約 1,400 万円）
○上屋整備事業（約 3億 4,900 万円）
○空家等対策事業（約 700 万円）
○がけ崩れ防災対策事業（2,600 万円）

○交通安全施設整備事業（約 1,300 万円）
○多子世帯支援事業（約 700 万円）
○紙のまちの子育て応援乳児紙おむつ支給事業（約 3,800 万円）
○特別支援教育推進事業（約 1億 6,200 万円）
○新宮小規模特認校事業（約 2,100 万円）
○地域コミュニティ活性化事業（約 400 万円）　など
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物品契約係・検
査係・財産管理
係・施設管理係

管理課長

合田英幸

人権施策課長

人権施策係・朝
日文化会館・川
之江隣保館・土
居隣保館

細川哲郎

地域振興課長

地域振興係・協働推進
係・国際交流係・男女
共同参画係・市民活動
推進係・嶺南支所・川
之江文化センター・土
居文化会館・ボラン
ティア市民活動セン
ター・生きがい研修セ
ンター・コミュニティ
センター・市民文化
ホール

則友康弘
情報政策係・シ
ステム管理開発
係

情報政策課長

篠原 健

市民窓口
センター所長

市民サービス
係・川之江窓口
センター・土居
窓口センター・
新宮窓口セン
ター・松柏出張
所・寒川出張所・
豊岡出張所・川
滝出張所

山﨑幸美

環境政策係・環境保全
係・ごみ減量推進係・
衛生係・管理係・川之
江斎苑・伊予三島斎
場・土居斎苑・アイク
リーン・清掃センター・
エコトピアひうち・ク
リーンセンター

富家誠司

生活環境課長

国保医療課長

国民健康保険
係・福祉医療係・
後期高齢者医療
係・収納係

石田由佳

こども課長

子育て企画係・
子育て総合相談
係・子育て支援
係・保育幼稚園
係・保育園・こ
ども園・児童セ
ンター・幼保一
元化推進室

合田晃友

吉岡達也

観光交通課長

観光係・霧の森・
霧の高原・霧の
森交湯～館・交
通政策室

農政係・地産地
消係・有害鳥獣
対策係・農村環
境改善センター

農業振興課長

脇 総二

農林水産課長

林政係・水産係・
農林土木係・県
営係・林業研修
センター

星川賢二

国土調査課長

国土調査係

堤 哲良

安部 弘

港湾課長

臨海土地造成
係・港務係・港
務所・港湾振興
室

宮崎啓三

都市計画課長

都市計画係・市
街地整備係・都
市公園係・三島
公園・運動公園

藤田 泰

建築住宅課長

建築係・住宅政
策係・住宅管理
係・納付相談係・
空家等対策室

森実啓典

教育総務課長

総務係・学校施
設係・学校給食
係・東部学校給
食センター・土
居学校給食セン
ター・新宮学校
給食共同調理場

前谷美智子

監査委員
事務局長

監査係

岸井宏次
総務係・警防係

高橋哲也

生活福祉課長

社会福祉係・生
活保護係・障が
い福祉係・共生
社会推進係・土
居福祉センター

下水道課長

整備計画係・業
務係・管理係・
雨 水 対 策 係・
三島浄化セン
ター・川之江浄
化センター

寺岡達宏

三崎敦夫

会計課長

出納係・審査係

農業委員会
事務局長

農地農政係

篠原敬三石川博文

眞鍋 葵

教育委員会事務局参与

選挙係

選挙管理委員会
事務局長

総務調整課長兼任

大西 緑

内田 斉

防災まちづくり
推進課長

防災まちづくり
推進係

守谷 忠

保健推進課長

健康増進係・母
子保健係・精神
保健係・予防接
種係・保健事業
係・保健セン
ター・地域医療
対策室・国保診
療所

警防課長

坂上和人

内田康彦

観光交通課主幹

宝利良樹

監査委員



日程 試験区分 職種 年齢上限
（R3.4.1 時点）

前期 A日程

1次試験：7/12（日）

上級
一般事務職、技術職（土木・建築・機械）、保健師、消防職、学芸員 29 歳まで

心理判定員 39 歳まで

中級

技術職（土木・機械）、保育士 /幼稚園教諭 29 歳まで

作業療法士、言語聴覚士 39 歳まで

消防職（救急救命士） 25 歳まで

前期 B日程

（公務員試験対策不要）

1次試験：6/28（日）

上級 一般事務職、技術職（土木・建築）
34 歳まで

中級 技術職（土木）

前期 C日程

（職務経験者）

1次試験：7/12（日）

職務経験者 技術職（土木）、保育士 /幼稚園教諭、消防職、学芸員（埋蔵文化財） 30 歳から
39 歳まで

  

本
市
は
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
み
な
さ
ん
の
募

集
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

 　
多
様
な
人
材
を
募
集
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
試
験
の
特
色
に
応
じ
て
前
期
Ａ
日
程
、

前
期
Ｂ
日
程
及
び
前
期
Ｃ
日
程
に
よ
り
次

の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

　　
各
日
程
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
日
程
の
職
員
採
用
試
験
実
施
要
綱
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

受
験
手
続

　 

実
施
要
綱
、
申
込
書
及
び
受
験
票
は
人

事
課
及
び
各
窓
口
セ
ン
タ
ー
で
お
渡
し
し

ま
す
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
で
き
ま
す
）。
申
込
書
、
受
験
票
な
ど

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
持
参
ま
た
は
郵

送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　 

６
月
12
日
（
金
）
ま
で
の
執
務
時
間
中

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
、
８
時
30
分
～
17

時
15
分
）
に
受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、
郵

送
の
場
合
は
、
６
月
12
日
（
金
）
ま
で
の

消
印
が
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
、
日
程
な
ど
が
変
更
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

「
四
国
中
央
市
職
員
採
用
試
験
実
施

要
綱
」
を
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

令和２年度 四国中央市職員採用試験
【応募/請求 /問い合わせ先】

人事課　人事係　0896-28-6004　〒 799-0497　三島宮川 4-6-55　 jinji@city.shikokuchuo.ehime.jp

四
国
の
ま
ん
な
か

人
が
ま
ん
な
か

人
を
結
ぶ

心
を
結
ぶ

あ
っ
た
か
協
同
都
市

※勤務場所は市役所または出先機関になります

後
期
日
程
の
詳
細
に
つ
い
て
は
広
報

６
月
号
で
公
表
し
ま
す
。

受付中

令和 2年度（前期日程）四国中央市職員採用試験の試験区分など



ＥＶＥＮＴ情報ＥＶＥＮＴ情報
出かけてみませんか

しこちゅ～ホール（市民文化ホール）　59-4510

内容 対象者

参加費 講師

定員 持参品

募集期限・期間 申込方法・申込先

ファクス問い合わせ先

場所

しこちゅ～ホール開館記念事業

お笑いライブ in しこちゅ～

7/5（日）13：00 ～ 13：45（12：40 開場）　15：15 ～ 16：00（14：55 開場）

小ホール

令和のなぞかけ名人「ねづっち」
2019 年女芸人 NO.1 決定戦「THE W」準優勝！！！「はなしょー」
ハイパー MAXXX アクション芸人「虹の黄昏」
イベント MC：かわのをとや
3組の芸人が楽しいお笑いを繰り広げます。また、出演者とじゃんけん大会を行います。勝者には景品を贈呈します。
500 円（当日 700 円）

前売販売　5/13（水）10：00 ～
しこちゅ～ホール（市民文化ホール）、ユーホール（土居文化会館）、明屋書店川之江店、フジグラン川之江、
ミュージックセンターオオサカヤ、観音寺ハイスタッフホール、ローソンチケット（Lコード：61576）

※全席自由。未就学児は保護者 1名につき 1名までは、ひざ上での鑑賞無料。席が必要であれば有料

※録音・録画・写真撮影はご遠慮ください
※車椅子席をご利用の方は事前にご連絡ください
※内容は都合により変更になる場合があります

はなしょーねづっち 虹の黄昏
出演者

「ピアノリレーコンサート」出演者募集
要申込・無料

7/5（日 )　午前の部：10：00 ～ 12：00　午後の部：13：00 ～ 16：00（予定）

大ホール

ピアノソロ、連弾、二重奏、他の楽器とのアンサンブル、歌の伴奏など、しこちゅ～ホールのフルコンサートグラ
ンドピアノ（ヤマハ CFX、スタインウェイピアノ D-274）を演奏してみませんか！
ピアノを演奏できる個人、またはピアノ奏者を含むグループ（5名以内）

約 70 組（応募多数の場合は抽選）

6/12（金）まで（必着）
申込書に必要事項を記入のうえ、郵送または直接しこちゅ～ホールへ提出してください。申込書はしこちゅ～ホー
ルに備え付けています。また、しこちゅ～ホールホームページからダウンロードすることもできます。

リハーサルは、7/4（土）です。演奏時間は、個人 5分以内、グループ 7分以内です（入退場、準備時間を除く）。

※出演は 1人（1グループ）1ステージのみ。重複しての演奏はできません
※エレクトーン、ベースなど、電気を必要とする楽器は使用できません

※ 3月のピアノリレーコンサートにお申し込みされた方も、再度、申込書の提出が必要です
※申し込み締め切り後、抽選により出演者、出演順を決定します
※当落にかかわらず、6/20 ごろに抽選結果を郵送します
※当選者には、当選通知と仮プログラムを送付します

※ 3月のピアノリレーコンサートにお申し込みされた方は、延期事業のため優先します



山紫陽花愛好会　山紫陽花展

5/30（土）　

9：00 ～ 21：30

5/31（日）　

9：00 ～ 16：00

【休館日】毎週月曜日、祝日の翌日

　 28-6353

ユーホールロビー展
入場無料

【開館時間】10：00～ 17：00

　 72-3111

花遊　押し花作品展

5/2（土）～ 6/7（日）

ふれあい館ギャラリー（ふれあい館内）

自然の草花に感じるノスタルジッ
クな温もりとアンティークな味わ
い。押し花の魅力をお楽しみくだ
さい。

霧の森ギャラリー展
無料

石川憲二　癒しの水彩画展

5/2（土）～ 6/7（日）

霧の森ギャラリー（菓子工房新宮本店）

油絵のような力強い筆致と水彩画
ならではの、みずみずしい色彩で
表現された詩情あふれる風景画を
展示します。

体操や手遊び、育児相談

乳児保育所こども村　56-1310

10：00 ～ 11：30

とき ところ 内容・対象

6/ 2（火）妻鳥保育園 0歳児主体

6/ 5（金）川之江体育館 自由遊び主体

6/11（木）川之江ふれあい
交流センター 1・2歳児主体

6/16（火）川之江図書館 おはなし主体

親子ふれあいあそび
無料

掲載しているイベントなどは、

新型コロナウイルス感染症の拡

大防止の観点から、中止または

延期される場合があります。実

施については市公式ホームペー

ジでご確認ください。

あなたの作品展しませんか！

展示条件　紙に関わる作品展
（絵画・版画・切り絵・ちぎり絵・ペー
パークラフト・書道・紙製品の収集
品など）
展示時期　4週間程度
展示場所　3階企画展示室
注意事項　展示料無料（ただし、看
板などは展示者が原則負担）。展示
作業は共同で行い、展示時期などは、
協議調整のうえ決定します。

【開館時間】9：00～ 16：00

【休館日】毎週月曜日、祝日の翌日

　 28-6257

紙のまち資料館の催し
無料

手漉き和紙体験実施中！

火・木・土・日曜日

13：00 ～ 16：00（受付 15：30 まで）

陸上自衛隊第 14 音楽隊コンサート　要申込・無料

〒 790-0113

四国中央市妻鳥町1830-1
しこちゅ～ホール
自衛隊コンサート観覧係

往信オモテ 返信ウラ

何も書かないで
ください

5 月下旬ごろ、抽選
結果を印刷してご返
送します。

返信オモテ 往信ウラ

〇〇〇-〇〇〇〇

申込者の

　郵便番号

　住　　所

　名　　前

①代表者住所

②参加希望者全て
の氏名（4 名まで）
及び年齢

③代表者電話番号

※車いす席をご利
用の方は、その旨
をご記入ください

6/6( 土 )14：30 ～（開場 13：30）

大ホール

5/21（木）まで（必着）
郵便往復はがき（私製はがきを除
く）にてお申し込みください。応
募はがき 1 枚につき、4 名までお
申し込みできます。

※未就学児入場不可
※都合により出演者の変更や公演を
中止する場合があります。中止の場
合、他の公演への振り替えはありま
せん

しこちゅ～ホール開館 1周年記念事業 しこちゅ～ホール　59-4510

※申し込み不要。誰でも参加できます



3/29 疎水感謝祭が開催されました

　上柏町の戸川公園で開催されました。疎水感謝祭は、

銅山川疎水の恵みに感謝し、銅山川分水という偉業を

果たした先人たちの遺徳をしのび、これを後世に伝え

ていくために上柏公益会（片岡晶会長）が毎年開催し

ているもので、今回で 48 回目となります。

　

心
に
ひ
っ
か
か
り
、
な
か
な
か
取
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ

は
、
相
手
が
い
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
自
分
の
内
な
る
も
の
も
あ
る
。

　

こ
の
職
責
の
な
か
で
、
一
日
の
死
亡
通
知
の
確
認
と
い
う
も
の

が
あ
る
。
自
分
の
人
生
の
縮
図
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
が
あ
る
。

た
く
さ
ん
思
い
出
が
あ
る
人
も
い
れ
ば
、
ま
っ
た
く
接
点
の
な

か
っ
た
人
も
い
る
。
間
違
い
な
く
人
生
一
回
き
り
の
通
知
で
あ

る
。
こ
の
コ
ピ
ー
用
紙
の
中
に
あ
る
人
名
は
、
重
い
も
の
で
あ

ろ
う
と
思
う
。

　

あ
る
時
、
あ
る
人
の
名
前
に
遭
遇
し
た
。
が
あ
ん
、
と
な
ん
に

も
返
答
が
で
き
ず
、
た
だ
た
だ
叱
ら
れ
た
人
で
あ
っ
た
。
そ
の

問
い
に
答
え
る
機
会
は
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
で
も
し
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
に
多
く
の
人
の
名
前
を
出
さ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ

た
。
そ
う
し
て
も
、
そ
こ
か
ら
何
か
が
生
ま
れ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
れ
ば
、
ま
た
話
は
別
で
あ
る
が
、
そ
う
と
は
思
え
な
か
っ
た
。

自
分
の
心
の
中
に
し
ま
っ
て
お
け
ば
い
い
や
と
思
っ
た
。

　

今
、
こ
の
事
実
に
遭
遇
す
る
と
、
少
し
複
雑
な
気
持
ち
が
通
り

過
ぎ
た
。
後
悔
と
か
反
省
の
よ
う
な
類
い
で
は
な
い
。
強
い
て

言
え
ば
、
懐
か
し
い
感
情
に
近
い
。
上
着
を
ハ
ン
ガ
ー
に
掛
け

た
と
き
、
左
右
の
バ
ラ
ン
ス
が
少
し
崩
れ
て
い
る
感
じ
で
あ
る
。

市
民
の
み
な
さ
ん
も
そ
ん
な
人
間
関
係
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
、
辛
く
、
う
っ
と
う
し
い
思
い
を

さ
れ
て
い
る
方
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
私
も

そ
の
中
の
一
人
で
す
。
辛
抱
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

　「
ト
ン
ネ
ル
に
は
、
必
ず
出
口
は
あ
る
」

四国中央市長
篠 原  実

しこちゅ～紙と神の物語

　このツアーは、三島地域の紙の歴史や文化、歴史資

産について学んでもらうことを目的として、　市観光協

会が開催しています。今回は市内から６名が参加し、

興願寺、三島神社、お台場跡、中通り商店街など、ガ

イドの説明を受けながらそれぞれの地点を巡りました。

2/22

3/16 消防団車両貸与式

　消防防災センターで行われました。今年度は金生分

団第四部と天満分団第三部にポンプ車が、新宮第四分

団に小型ポンプ付積載車が貸与され、新宮第四分団が

「今後もこの車両を活用し、地域防災に貢献できるよう

努力してまいります」と感謝の言葉を述べました。

2/23 第 2 回四国中央いのちの講演会

　しこちゅ～ホールで開催されました。市民合唱団川

之江によるコーラスが披露され、主催者である川之江

ワン＆オンリーの会の活動紹介などを行ったあと、詩

人・坂村真民さんの末娘である西澤真美子さんによる

講演「念ずれば花ひらく」が行われました。

11



四国中央市ブロック塀等安全対策事業
危険なブロック塀などの安全対策にかかる費用の一部を補助します

　平成 30 年 6 月に発生した大阪北部地震では、ブロック塀などの倒壊による痛ましい事故が発生しました。強度な
どの基準を満たさないブロック塀などは、地震などにより倒壊する危険性が高く、隣家や通行人に危害を及ぼすだけ
でなく、避難や救助、消火活動を妨げる恐れがあり、所有者には重大な責任が問われることとなります。
　近い将来発生するとされている南海トラフ巨大地震に備え、ブロック塀などの点検・維持管理を行い、災害に備え
ましょう。

【補助対象要件など】※下記の全てを満たすもの

対象となる方
　○市内にある危険ブロック塀などの所有者
　○所有者及び世帯の構成員が市税などを滞納していない
　○暴力団員などでない
対象となるブロック塀など
　○点検の結果、倒壊の危険性があると判断されたもの
　○市が指定する避難路などに面するブロック塀などであること
　○ブロック塀などに明らかな法令違反がないもの

【市が指定する避難路など】
　ブロック塀などの安全確保を推進する避難路などとして、以下の道路

を指定しています。

　○緊急輸送道路 
　○避難路（避難所などに至る道路として市長が指定または認めたもの）
　○通学路（集団登下校のために学校長が指定したもの）　　　　　　
　○防災拠点施設の敷地の沿道　　○指定避難所の敷地の沿道

A

B

※補助事業には、一定の要件があります。必ず
事前にご相談ください

補助金

上限 30 万円
（千円未満切捨）

A、B のうち
少ない金額

× 2/3 ＝

安全対策に要した経費（税抜）
（補助対象経費）

補助対象のブロック塀などの長さ
１mあたり 8万円を乗じた額

【補助金額】

　災害時の安全性及び避難路などの機能を確保するため、市が指定する道路に面した危険ブロック塀などの
除却または建て替えを行う工事費用の一部を補助します。

四国中央市ブロック塀等安全対策事業 

ブロック塀 などの安全点検のポイント

高さ

控え壁

根入れ

ひび割れ

鉄筋

厚さ

控え壁
ブロック塀
（塀の高さが 1.2m を超える場合）
塀の長さ 3.4m 以下ごとに塀の高
さの 5分の 1以上突出している

組積の塀
塀の長さ 4m 以下ごとに塀の厚さ
の 1.5 倍以上突出している

基礎
基礎があること

傾き ・ ひび割れ
塀に傾きやひび割れがない

5項目のうち 1つでも不適合がある場合は専門家に相談しましょう！
注…石・れんが ・コンクリートブロックなどの材料の間にモルタルを詰めて積み重ねること

塀の厚さ
ブロック塀
塀の高さが 2m 以下の場合は 10cm 以上
2m 超 2.2m 以下の場合は 15cm 以上

組積の塀
塀の高さの 10 分の 1以上

　以下の項目は、外観目視で点検できます。まずは、自分の家のブロック塀などを点検してみましょう。

建築住宅課　28-6183　　28-6189

塀の高さ
ブロック塀
地面から 2.2m 以下

組積（注）の塀
地面から 1.2m 以下



　

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　5/12（火）9時から受付開始
　建築住宅課（消防防災センター 5階）
木造住宅耐震診断事業（次のどちらかを選択）
○派遣方式
　耐震診断技術者を派遣（無料）
　※評価手数料は必要です
○補助方式
　耐震診断補助については補助対象費の 3分の 2以内
　（最大 3万 5千円）
診断事業で、耐震改修が必要と判定された場合
　　　↓
木造住宅耐震改修事業
○耐震改修設計
　補助対象費の 3分の 2以内（最大 20 万円）
○耐震改修工事
　補助対象費の 5分の 4以内（最大 100 万円）
○耐震改修工事監理
　補助対象費の 3分の 2以内（最大 4万円）
○耐震シェルター設置工事
　補助対象費の総額（最大 40 万円）

木造住宅耐震診断・耐震改修工事補助事業

※詳しくは、市ホームページをご覧いただくかお問い合わせください
　建築住宅課　28-6183　　28-6189

耐震化補助事業を活用して大規模災害に備えましょう！

住宅耐震化促進リフォーム等補助事業
　5/12（火）9時から受付開始
　建築住宅課（消防防災センター 5階）
基本工事補助
※工事費用の 10 分の１かつ限度額は次の上限額
※ 1,000 円未満の端数を切り捨てた額
※工事費が 10 万円以上（税抜き）の工事
○一般リフォーム補助（上限 10 万円）
○木造住宅リフォーム補助（上限 15 万円）
○木造住宅耐震化リフォーム補助（上限 20 万円）
　左記の耐震改修事業補助による上限 100 万円と併せ
て利用できます。
加算工事補助
※工事費が 10 万円以上（税抜き）の工事
○省エネリフォーム補助
　上記の基本工事補助の上限額に 5万円を加算

　　　

任
期
満
了
に
伴
い
、
新
し
い
農
業
委
員
19

名
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
25
名
が
決

定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
農
業
委
員
会
会
長
に

髙
橋
博
さ
ん
（
豊
岡
町
）
が
選
出
さ
れ
ま
し

脇　純樹
新宮町新瀬川、馬立、新宮、上山

石川　茂

薦田悦男 川之江町、川之江町余木、長須

森川雅之
金生町下分、山田井

石川俊治

佐藤保之 上分町、妻鳥町

宇髙　勉
金田町三角寺、金川、半田

鎌倉靜夫

尾﨑之隆
川滝町下山、領家、柴生町、下川町

喜井仁志

村上紘一
上柏町、下柏町、村松町

三宅恒久

高橋健志
三島朝日、三島宮川、三島中央、三島

金子、中曽根町、中之庄町、具定町

受川清男 寒川町

河村一碩 豊岡町

合田篤夫 金砂町、富郷町

鈴木一郎 土居町上野

眞鍋聖二 土居町北野

川上雅司 土居町土居、入野、浦山、畑野

渡辺　昇
土居町中村、小林、藤原

越智　寧

村上佳清
土居町津根、野田

近藤良啓

髙橋祥志 土居町天満

鈴木敏也 土居町蕪崎

大西嘉一郎 新宮町

尾藤元一 川之江町

髙橋忠明 金生町

横尾　昇 妻鳥町

押条和司朗 金田町

中泉敏則 下川町

鈴木修三 上柏町

篠原京子 具定町

星川俊夫 寒川町

髙橋　博 豊岡町

坂上　宏 金砂町

眞鍋晴豊 土居町上野

鈴木博美 土居町北野

髙橋藤信 土居町土居

鈴木和治 土居町中村

鈴木秀幸 土居町野田

寺尾悟志 土居町天満

則友　幸 土居町蕪崎

石川武将 柴生町

四国中央市農地利用最適化推進委員
（敬称略）

四国中央市農業委員
（敬称略）

　　
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　
　
　

　

農
業
委
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事
務
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２
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自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
納
期
限
は

　

６
月
１
日
で
す

納
期
限
は
６
月
１
日
（
月
）
で
す

　

自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
、
ス
マ
ホ
決
済
ア
プ
リ
、
コ
ン
ビ
ニ
、

金
融
機
関
な
ど
で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

５
月
中
旬
ご
ろ
に
届
く
納
税
通
知
書
を
ご

確
認
の
う
え
、
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。　

　

「
工
業
統
計
調
査
」
を
実
施
し
ま
す

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
が
便
利
で
す

　

工
業
統
計
調
査
は
、
全
国
の
製
造
業
を
営

む
事
業
所
を
対
象
に
、
製
造
品
の
出
荷
額
、

原
材
料
使
用
額
な
ど
を
６
月
１
日
現
在
で
調

査
し
、
我
が
国
に
お
け
る
工
業
の
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
の
結
果
は
、
中
小
企
業
施
策
や
地
域

振
興
な
ど
、
国
及
び
地
域
行
政
施
策
の
た
め

の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
を
お
願
い
す
る
事
業
所
に
は
、
５
月

中
旬
か
ら
６
月
に
か
け
て
統
計
調
査
員
が
お

伺
い
し
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

　

ご
み
収
集
の
お
休
み

　

５
月
２
日
（
土
）
の
ご
み
の
収
集
は
お
休

み
に
な
り
ま
す
。

　

ご
み
は
ご
家
庭
で
保
管
し
て
ご
み
集
積
所

に
出
さ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
平
常
通
り
受
け
入
れ

ま
す
。 …

日
時

…
場
所

…
内
容

…
対
象
者

…
定
員

…
持
参
品

…
募
集
期
限
・
期
間

…
申
込
方
法
・
申
込
先

…
参
加
費

…
講
師

…
ほ
か
の
情
報

…
フ
ァ
ク
ス
番
号

…
問
い
合
わ
せ
先

…
Ｅ
メ
ー
ル

お
知
ら
せ

　

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
を

　

口
座
振
替
で
納
付
さ
れ
て
い
る
方
へ

　　

５
月
末
日
か
ら
６
月
上
旬
に
車
検
有
効
期

限
を
迎
え
る
方
で
、
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

を
口
座
振
替
さ
れ
て
い
る
方
は
、
納
税
証
明

書
（
継
続
検
査
用
）
の
発
送
が
６
月
10
日
ご

ろ
と
な
る
予
定
で
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
期
間
内
に
車
検
を
受
け
る
こ
と
が
決

定
し
て
い
る
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
車
検
は
１
か
月
前
か
ら
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
受
け
ら

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

税
務
課　

収
納
係　

28
・
６
０
１
１

　

28
・
６
０
５
８

　

第
43
回
四
国
中
央
紙
ま
つ
り

　

開
催
延
期
の
お
知
ら
せ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
、
８
月
１
日
（
土
）・
２
日
（
日
）

に
予
定
し
て
い
ま
し
た
第
43
回
四
国
中
央
紙

ま
つ
り
は
延
期
と
な
り
ま
し
た
。

※
次
回
開
催
は
、
令
和
３
年
７
月
31
日
（
土
）・

８
月
１
日
（
日
）
を
予
定
し
て
い
ま
す

　

四
国
中
央
紙
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
産
業
支
援
課
内
）　

28
・
６
１
８
６　

　

28
・
６
２
４
２

　

市
税
の
一
括
納
付
が
困
難
な
方
へ

　

市
税
は
、
納
期
限
内
に
納
付
し
て
い
た
だ

く
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
納
期
限
が
過
ぎ

て
い
る
市
税
に
つ
い
て
は
一
括
納
付
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

　

一
括
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
お
早
め
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

税
務
課　

収
納
係　

28
・
６
０
１
１

　

28
・
６
０
５
８　

　

生
活
環
境
課　

ご
み
減
量
推
進
係

　

28
・
６
０
１
５　
　

28
・
６
０
５
９

　

東
予
地
方
局

　

０
８
９
７
・
56
・
１
３
０
０
（
代
表
）

　

課
税
課
〔
自
動
車
税
（
種
別
割
）
に
関
す

る
こ
と
〕

　

税
務
管
理
課
（
納
税
に
関
す
る
こ
と
）

　

０
８
９
７
・
56
・
０
７
１
６

の
回
答
も
で
き
ま
す
。

　

回
答
い
た
だ
い
た
内
容
は
、
統
計
作
成
の

目
的
以
外(

税
の
資
料
な
ど)

に
使
用
す
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
統
計
調
査
員
は
調
査
員
証
を
携
帯

し
て
い
ま
す
の
で
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

政
策
推
進
課　

28
・
６
０
０
５

　

28
・
６
０
５
７

　

６
月
28
日
の
危
険
物
取
扱
試
験

　

を
受
験
さ
れ
る
皆
さ
ま
へ

　

６
月
28
日
（
日
）
の
危
険
物
取
扱
者
試
験
は
、

今
の
と
こ
ろ
実
施
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
、
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
可
能

性
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　

試
験
が
中
止
に
な
っ
た
場
合
は
、
試
験
日

の
振
り
替
え
や
試
験
手
数
料
還
付
な
ど
の
手

続
き
な
ど
を
ご
案
内
し
ま
す
。

　

な
お
、本
市
で
５
月
15
日
（
金
）・
16
日
（
土
）

に
予
定
し
て
い
ま
し
た
「
２
０
２
０
年
度
危

険
物
取
扱
者
試
験
第
一
回
準
備
講
習
会
」
は

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
QR
コ
ー
ド
）

な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

予
防
課　

28
・
６
９
３
７

　

23
・
６
６
１
４



○
糞
・
尿
は
迷
惑
に
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
さ

　

せ
ま
し
ょ
う
。

○
糞
は
飼
い
主
が
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
ペ
ッ
ト
か
ら
目
を
離
さ
ず
、
他
の
ペ
ッ
ト

　

や
利
用
者
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し

　

て
く
だ
さ
い
。

　

都
市
計
画
課　

28
・
６
２
３
１　

　

28
・
６
１
８
９

　

離
婚
時
の
年
金
分
割
制
度

　　

離
婚
し
た
場
合
、
お
二
人
の
婚
姻
期
間
に

つ
い
て
、
厚
生
年
金
の
支
給
額
の
計
算
の
基

と
な
る
報
酬
額
を
分
割
し
て
、
年
金
額
を
お

二
人
で
分
割
で
き
ま
す
。

　

年
金
分
割
の
手
続
き
は
、
請
求
期
限
（
離

婚
を
し
た
日
の
翌
日
か
ら
２
年
）
を
経
過

す
る
と
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
お
早
め
に
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

新
居
浜
年
金
事
務
所

　

０
８
９
７
・
35
・
１
３
０
０

　

ペ
ッ
ト
と
散
歩
が
で
き
る

　

公
園
・
広
場
の
ご
紹
介

　

市
内
の
多
く
の
公
園
・
広
場
で
は
、
ペ
ッ

ト
と
共
に
散
歩
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
芝
生
エ
リ
ア
や
ス
ポ
ー
ツ
エ
リ
ア
を
有

し
て
い
る
公
園
な
ど
で
は
、
一
部
の
み
可
、

あ
る
い
は
全
面
禁
止
の
規
制
を
し
て
い
る
公

園
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

公
園
利
用
者
の
皆
さ
ま
が
お
互
い
に
気
持

ち
よ
く
利
用
で
き
る
よ
う
、
ル
ー
ル
と
マ

ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

ペ
ッ
ト
可
の
主
な
公
園

城
山
公
園
、
向
山
公
園
、
新
田
公
園
、
港
記

念
公
園
、
戸
川
公
園
、
金
砂
湖
畔
公
園
、
大

地
山
公
園
、
関
川
河
川
敷
公
園
な
ど
規
制
を

し
て
い
な
い
公
園
・
広
場

規
制
を
し
て
い
る
公
園

一
部
の
み
可
の
公
園

浜
公
園
、
伊
予
三
島
運
動
公
園
、
寒
川
豊
岡

海
浜
公
園
、
す
す
き
ヶ
原
入
野
公
園

駐
車
場
の
み
可

や
ま
じ
風
公
園

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
園
路
の
み
可

三
島
公
園

芝
生
・
遊
具
エ
リ
ア
以
外
可

森
と
湖
畔
の
公
園

全
面
禁
止
の
公
園

山
下
公
園
、
井
地
公
園
、
住
吉
公
園
、
桃
山

墓
園
、
寒
川
潮
騒
公
園　

公
園
へ
の
ペ
ッ
ト
立
ち
入
り
の
ル
ー
ル

○
必
ず
リ
ー
ド
を
付
け
、
し
っ
か
り
持
ち
ま

　

し
ょ
う
。

　

戦
没
者
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

　

第
11
回
特
別
弔
慰
金
を
支
給

　

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、

４
月
１
日
時
点
で
「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶

助
料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
な
ど
を
受
け
る
方
が

い
な
い
場
合
、
次
の
順
番
で
ご
遺
族
お
一
人

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族

　

等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取

　

得
し
た
方

②
戦
没
者
な
ど
の
子

③
戦
没
者
な
ど
と
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た

　

父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹

※
４
月
１
日
時
点
で
、
改
姓
し
て
い
な
い
方

ま
た
は
遺
族
以
外
と
養
子
縁
組
を
し
て
い
な

い
方
に
限
る

④
右
記
③
以
外
の
戦
没
者
な
ど
の
父
母
、
孫
、

　

祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹

⑤
右
記
①
～
④
以
外
の
三
親
等
内
の
親
族

※
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１

年
以
上
戦
没
者
な
ど
と
生
計
関
係
を
有
し
て

い
る
方
に
限
る

支
給
内
容

額
面
25
万
円
（
５
年
償
還
の
記
名
国
債
）

請
求
期
限

令
和
５
年
３
月
31
日　

※
請
求
期
限
を
過
ぎ

る
と
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

請
求
窓
口

生
活
福
祉
課
・
各
福
祉
窓
口

　
　

生
活
福
祉
課　

28
・
６
０
２
３

　

28
・
６
１
７
２

　

国
保
高
額
療
養
費
支
給
の

　

お
知
ら
せ
は
が
き
発
送
延
期

　

国
保
に
ご
加
入
の
方
で
、
高
額
療
養
費
に

該
当
さ
れ
た
方
に
は
、
は
が
き
で
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
発
送
を
見
合
わ

せ
て
い
ま
す
。

　

申
請
を
お
急
ぎ
の
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

国
保
医
療
課　

国
民
健
康
保
険
係

　

28
・
６
０
２
０　
　

28
・
６
０
５
８　

　

国
保
特
定
健
診
受
診
券
の
発
送
及
び

　

国
保
ド
ッ
ク
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
に
ご
加
入
の
40
歳
～
74
歳
の

皆
さ
ま
へ

　

特
定
健
診
の
受
診
券
発
送
及
び
国
保
ド
ッ

ク
な
ど
の
ご
案
内
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
発
送
を
見

合
わ
せ
て
い
ま
す
。

　

日
程
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
受
診
券

の
発
送
を
も
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

国
保
医
療
課　

国
民
健
康
保
険
係

　

28
・
６
０
２
０　
　

28
・
６
０
５
８　



　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
換
え

　

住
宅
や
事
業
所
の
水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
設

置
か
ら
８
年
以
内
ご
と
に
一
度
取
り
換
え
る

よ
う
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
新
し
い

メ
ー
タ
ー
へ
の
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

取
り
替
え
は
、
水
道
局
が
発
注
し
た
指
定

工
事
事
業
者
が
行
い
、
費
用
は
無
料
で
す
が
、

取
換
作
業
中
の
10
分
か
ら
15
分
程
度
は
断
水

と
な
り
ま
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

給
水
整
備
課　

28
・
６
４
５
４

　

28
・
６
４
６
３

　

流
木
チ
ッ
プ
を
無
料
配
布
し
ま
す

　

池
田
ダ
ム
に
漂
着
し
た
流
木
を
加
工
し
た

「
チ
ッ
プ
」
を
無
料
配
布
し
ま
す
。

※
今
回
は
「
チ
ッ
プ
」
の
み
の
配
布
と
な
り

ま
す
。
「
薪
」
の
配
布
は
行
い
ま
せ
ん

　

５
月
16
日
（
土
）・
17
日
（
日
）
９
時
～

16
時
（
当
日
受
付
・
無
く
な
り
し
だ
い
終
了
）

※
延
期
ま
た
は
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
５
月
上
旬
に
池
田
総
合
管
理
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認

い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

吉
野
川
運
動
公
園
奥
（
池
田
ダ
ム
イ
タ
ノ

流
木
処
理
場
）

　

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
池
田
総
合
管

理
所　

０
８
８
３
・
72
・
２
０
５
０

　

０
８
８
３
・
72
・
０
７
２
７

　

６
月
１
日
～
７
日
は
第
62
回
水
道
週
間

　

今
年
は
「
飲
み
水
を　

未
来
に
つ
な
ご
う

ぼ
く
た
ち
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
全
国
で

多
彩
な
啓
発
活
動
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

水
道
局
で
は
、
普
段
何
げ
な
く
使
っ
て
い

る
水
道
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
水
道
週
間
中
の
10
時
～
16
時
ま
で
、
中

田
井
浄
水
場
を
一
般
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

中
田
井
浄
水
場
は
平
成
27
年
３
月
か
ら
５

年
か
け
て
、
施
設
の
耐
震
補
強
や
設
備
の
更

新
を
行
い
、
今
年
３
月
に
耐
震
化
し
た
浄
水

場
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
新
し
く
な
っ
た
中
田

井
浄
水
場
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

給
水
整
備
課　

浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
４
５
８　
　

28
・
６
４
６
８

　

自
衛
隊
就
職
説
明
会

　

５
月
12
日
（
火
）　

17
時
30
分
～
19
時
30
分

　

中
之
庄
公
民
館　

第
２
会
議
室

　

５
月
15
日
（
金
）　

17
時
30
分
～
19
時
30
分

　

市
役
所
市
民
交
流
棟
２
階　

会
議
室
１

　

仕
事
内
容
や
勤
務
体
系
、
福
利
厚
生
な
ど

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

自
衛
隊
新
居
浜
出
張
所

　

０
８
９
７
・
32
・
５
３
９
６
（
フ
ァ
ク
ス
兼
）

池田大橋

徳島自動車道

流木処理場 ・配布場所

（吉野川運動公園奥）

三島地域

5/17（日）

豊岡公民館 9:00 ～ 9:10

寒川公民館 9:20 ～ 9:35

中之庄公民館 9:45 ～ 10:00

農業振興センター
（プリエール三島南側）

10:10 ～ 10:20

三島公民館 10:30 ～ 10:40

八幡神社（上秋則）10:50 ～ 11:05

松柏公民館 11:15 ～ 11:30

図書館東駐車場 11:40 ～ 11:50

土居地域

5/24（日）

関川小学校 9:00 ～ 9:10

北野保育所 9:20 ～ 9:35

土居保育所 9:45 ～ 10:00

北小学校 10:10 ～ 10:25

小富士公民館 10:40 ～ 10:50

長津小学校 11:00 ～ 11:15

野田中央会館 11:25 ～ 11:35

　

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

　

狂
犬
病
予
防
注
射
（
集
合
注
射
）
及
び
畜

犬
登
録
を
、
左
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
左
記
の
会
場
に
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
都
合
が
悪
い
場
合
は
、
お
近
く
の

動
物
病
院
で
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
案
内
は
が
き
が
届
い
た
方
は
、
注
射
の
際

に
必
ず
は
が
き
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

予
防
注
射
料　

３
千
円

新
規
登
録
料　

３
千
円

※
で
き
る
だ
け
釣
り
銭
が
い
ら
な
い
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

生
活
環
境
課　

28
・
６
１
４
５

　

28
・
６
０
５
９



　

自
動
車
事
故
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
へ

　
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付
制
度

　

義
務
教
育
終
了
ま
で
育
成
資
金
が
無
利
子

で
借
り
ら
れ
ま
す
。

　

自
動
車
事
故
に
よ
り
保
護
者
が
死
亡
ま
た

は
重
度
後
遺
障
が
い
者
と
な
っ
た
方
の
０
歳

か
ら
中
学
卒
業
ま
で
の
子
ど
も

貸
付
金
額

一
時
金　

15
万
５
千
円

毎
月　

１
万
円
ま
た
は
２
万
円

入
学
支
度
金　

４
万
４
千
円

返
済
期
間　

中
学
卒
業
後
20
年
以
内

重
度
後
遺
障
害
者
介
護
料
支
給
制
度

　

自
動
車
事
故
が
原
因
で
、
脳
・
脊
髄
ま
た

は
胸
腹
部
臓
器
を
損
傷
し
、
重
度
の
後
遺
障

害
を
持
っ
た
た
め
、
常
時
ま
た
は
随
時
介
護

が
必
要
な
状
態
に
あ
る
方

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構

愛
媛
支
所　

０
８
９
・
９
６
０
・
０
１
０
２

　

０
８
９
・
９
６
０
・
０
１
０
３

募　

集

　

し
こ
ち
ゅ
～
ホ
ー
ル
支
援
隊
員

　

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
）
募
集

　

し
こ
ち
ゅ
～
ホ
ー
ル
は
、
市
民
の
皆
さ
ま

が
親
し
み
を
持
て
る
施
設
の
運
営
を
目
指
し

て
お
り
、
文
化
振
興
へ
の
良
き
理
解
者
と
し

て
、
ま
た
、
ホ
ー
ル
運
営
の
支
援
者
と
し
て

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
、
主
に
レ
セ
プ
シ
ョ
ニ
ス
ト

（
受
け
付
け
）
と
し
て
、
チ
ケ
ッ
ト
も
ぎ
り

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
渡
し
、
客
席
案
内
や
場
内

ア
ナ
ウ
ン
ス
な
ど
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

令
和
３
年
３
月
31
日
（
水
）
ま
で

　

本
市
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
し
て
い
る
18

歳
以
上
の
方
（
経
験
不
問
）

　

10
名
程
度

　

６
月
５
日
（
金
）
ま
で

※
応
募
者
が
多
数
の
場
合
は
、
期
間
途
中
で

受
け
付
け
を
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
ご
応
募
い
た
だ
い
た
方
に
は
、研
修
会
（
１

回
あ
た
り
約
２
時
間
を
３
回
程
度
）
を
受
講

し
て
い
た
だ
き
ま
す

　

し
こ
ち
ゅ
～
ホ
ー
ル
に
備
え
付
け
の
応
募

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
持
参
・
郵

送
・
フ
ァ
ク
ス
の
い
ず
れ
か
で
ご
応
募
く
だ

さ
い
。
応
募
用
紙
は
し
こ
ち
ゅ
～
ホ
ー
ル
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

待
遇
な
ど　

報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

活
動
時
間
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
を
贈
呈
し
ま

す
。
し
こ
ち
ゅ
～
ホ
ー
ル
支
援
隊
員
に
な
ら

れ
た
方
に
は
、
登
録
証
を
発
行
し
、
ス
タ
ッ

フ
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
貸
与
し
ま
す
。
ま
た
、
し

こ
ち
ゅ
～
ホ
ー
ル
の
負
担
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

保
険
に
加
入
し
ま
す
。

　
　

し
こ
ち
ゅ
～
ホ
ー
ル（
市
民
文
化
ホ
ー
ル
）

　

59
・
４
５
１
０　
　

59
・
４
５
１
１

〒
７
９
９
・
０
１
１
３　

妻
鳥
町
１
８
３
０
・
１

※
休
館
日
を
除
く
９
時
～
18
時
30
分

　

人
材
確
保
の
た
め
の
奨
学
金
返
還

　

支
援
制
度
登
録
企
業
募
集

　　

公
益
財
団
法
人
伊
予
三
島
奨
学
会
で
は

「
人
材
確
保
の
た
め
の
奨
学
金
返
還
支
援
制

度
」
を
開
始
す
る
に
あ
た
り
、
登
録
企
業
を

募
集
し
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
登
録
企
業
に

就
業
す
る
令
和
３
年
以
降
に
卒
業
ま
た
は
修

了
予
定
の
奨
学
生
の
奨
学
金
を
、
登
録
企
業

が
奨
学
生
に
代
わ
り
４
年
間
で
返
還
支
援
す

る
も
の
で
す
。
本
制
度
は
、
奨
学
生
の
地
元

定
着
や
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
の
促
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
お
り
、
登
録
企
業
に
と
っ
て

は
人
材
の
確
保
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

要
件　

県
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
企
業

　

ロ
バ
隊
長
み
ん
な
で
作
ろ
う

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
無
料
）

「
ロ
バ
隊
長
」
を
ご
自
宅
で
作
り
ま
せ
ん
か
！

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
の
一
つ
と
し

て
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ロ
バ
隊
長
」
の

マ
ス
コ
ッ
ト
を
ご
自
宅
で
つ
く
り
ま
せ
ん

か
。
作
成
し
て
い
た
だ
い
た
マ
ス
コ
ッ
ト
は

小
学
生
の
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
に
お
渡
し
し

て
い
ま
す
。

　

「
ロ
バ
隊
長
」
の
製
作
（
フ
ェ
ル
ト
生
地

の
手
縫
い
作
業
）

※
製
作
に
必
要
な
材
料
は
用
意
し
ま
す

　
　

高
齢
介
護
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
１
４
７　
　

28
・
６
０
５
９

対
象
と
な
る
奨
学
金

公
益
財
団
法
人
伊
予
三
島
奨
学
会
に
限
る

支
援
金
の
額

奨
学
生
が
貸
与
を
受
け
た
奨
学
金
全
額

（
最
大
１
４
４
万
円
）

　
　

公
益
財
団
法
人
伊
予
三
島
奨
学
会
事
務
局

（
教
育
総
務
課
内
）　

28
・
６
０
４
４

　

28
・
６
０
６
０



　　

パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
教
室

　

受
講
生
募
集
（
無
料
）

　

５
月
26
日
～
６
月
23
日
（
毎
週
火
曜
日
・

全
５
回
）
10
時
～
11
時
30
分

　

川
之
江
文
化
セ
ン
タ
ー
１
階　

会
議
室

　

10
名
程
度

　

パ
ソ
コ
ン
（
貸
し
出
し
有
り
）、
筆
記
用

具
　

５
月
22
日
（
金
）
ま
で

　

要
約
筆
記
サ
ー
ク
ル　

う
さ
み
み　

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
０
３
９　
　

28
・
６
１
６
０

　

市
営
墓
地
使
用
希
望
者
募
集

　

次
の
市
営
墓
地
の
使
用
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
申
込
要
件
な
ど
を
確
認
の
う
え
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
資
格
及
び
要
件

本
市
に
本
籍
ま
た
は
住
所
を
有
し
、
現
に
墓

地
が
な
い
た
め
に
遺
骨
を
自
宅
に
安
置
し
て

い
る
な
ど
、
今
す
ぐ
墓
地
を
必
要
と
し
、
２

年
以
内
に
お
墓
を
建
立
す
る
方

申
込
期
間

５
月
７
日
（
木
）
～
29
日
（
金
）

抽
選
日

６
月
12
日
（
金
）

　

生
活
環
境
課　

28
・
６
１
４
５

　

28
・
６
０
５
９

墓園名 所在地 区画数
区画面積

（㎡）

永代使用料

（1区画あたり）

横地山
中曽根町字横地山

乙 56 番地 2外
11 6

432,000 円

462,000 円

桃山
中曽根町字中山

乙 50 番地 1外
21 4 ～ 6.97

24,000 円～

 100,650 円

桃山新
中曽根町字中田井

1番地 1外
3 6 388,200 円

宮ノ上新
中之庄町字宮ノ上

794 番地外
10

6.3

7.4

708,750 円

832,500 円

宮ノ谷
川之江町字宮ノ谷

3361 番地外
1 6 290,000 円

　　

手
話
教
室
受
講
生
募
集
（
無
料
）

　

６
月
５
日
～
７
月
10
日
（
毎
週
金
曜
日
・

全
６
回
）
19
時
30
分
～
21
時

　

福
祉
会
館
１
階　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

　

20
名
程
度

　

小
学
生
以
上
（
学
生
は
保
護
者
送
迎
）

　

手
話
サ
ー
ク
ル
つ
く
し

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
０
３
９　
　

28
・
６
１
６
０

　　

点
字
教
室
受
講
生
募
集
（
無
料
）

パ
ソ
コ
ン
点
訳
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

点
字
サ
ー
ク
ル　

は
な
び
ら

　

６
月
６
日
～
27
日
（
毎
週
土
曜
日
・
全
４

回
）
14
時
～
16
時

　

川
之
江
文
化
セ
ン
タ
ー
１
階　

会
議
室

　

パ
ソ
コ
ン
（
貸
し
出
し
有
り
）

　

６
月
４
日
（
木
）
ま
で

点
字
や
す
ら
ぎ
会　

　

７
月
２
日
～
８
月
13
日
（
毎
週
木
曜
日
・

全
６
回
）
19
時
30
分
～
21
時　

※
７
月
23
日

（
木
・
祝
）
は
休
講　

　

福
祉
会
館
１
階　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

　

７
月
１
日
（
水
）
ま
で

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
０
３
９　
　

28
・
６
１
６
０

　

交
通
遺
児
育
英
会
奨
学
生
募
集

　　

保
護
者
な
ど
が
道
路
に
お
け
る
交
通
事
故

で
死
亡
し
た
り
、
重
い
後
遺
障
害
で
働
け
な

い
た
め
、
経
済
的
理
由
で
就
学
が
困
難
な
高

等
学
校
以
上
の
生
徒
・
学
生
に
奨
学
金
を
貸

与
し
て
、
教
育
の
機
会
均
等
を
図
り
社
会
有

用
の
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
奨

学
生
を
募
集
し
ま
す
。
奨
学
金
は
無
利
子
で

返
還
猶
予
は
最
長
で
20
年
で
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
奨
学
金　

月
額
２
万
円
～
10
万
円
（
大
学
な

ど
は
一
部
給
付
有
り
）

入
学
一
時
金　

20
万
円
～
80
万
円
（
１
年
次

１
回
限
り
、
全
額
貸
与
）

　
　

公
益
財
団
法
人
交
通
遺
児
育
英
会

　

03
・
３
５
５
６
・
０
７
７
３　

　

03
・
３
５
５
６
・
０
７
７
５　

　

愛
媛
県
職
員
募
集

　

愛
媛
県
職
員
採
用
候
補
者
（
上
級
）
試
験

を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
民
間
企
業
な
ど
で
の
職
務
経
験
者

を
対
象
と
し
た
試
験
も
別
途
実
施
し
ま
す
。

　

受
験
資
格
、
申
込
方
法
な
ど
詳
細
に
つ
い

て
は
、
愛
媛
県
職
員
採
用
情
報
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
各
試
験
案
内
は
５
月
15
日
（
金
）

か
ら
県
職
員
採
用
情
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

上
級
第
１
次
試
験　

　

６
月
28
日
（
日
）

　

県
人
事
委
員
会
事
務
局

　

０
８
９
・
９
１
２
・
２
８
２
６

　

０
８
９
・
９
１
２
・
２
８
１
９

　

土
の
う
作
製
団
体
募
集

　

台
風
な
ど
に
備
え
、
訓
練
も
兼
ね
て
、
自

治
会
や
自
主
防
災
組
織
で
土
の
う
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
砂
と
袋
は
市
で
準
備
し
ま
す
。

作
製
し
た
土
の
う
に
つ
い
て
は
、
各
地
域
で

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
実
施
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、
あ

ら
か
じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

防
災
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　

28
・
６
９
３
４　
　

28
・
６
０
５
７



○定員を超えた場合は抽選（未受講者優先）とし、抽選結果は応募者全員に通

　知します。

○定員に満たないなど、状況により開講を中止する場合があります。

○都合で日程などを変更する場合があります。

○楽しい陶芸講座（中級・上級）の受講を希望する方はお問い合わせください。

　ユーホール（土居文化会館）

　 5/20（水）まで

　 1 講座につき年間 1,500

円（陶芸講座のみ窯使用料を

含む 2,200 円）　

※材料費などは別途

生きがい講座「ライフデザイン」受講生募集 ユーホール（土居文化会館）
28-6353　　28-6388

障
が
い
の
あ
る
方
へ

　

65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
で
一
定
の

　

障
が
い
の
あ
る
方
は
、
後
期
高
齢
者

　

医
療
保
険
に
加
入
で
き
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
さ
れ
る

と
、
保
険
料
も
現
在
の
国
民
健
康
保
険
料
な

ど
に
比
べ
て
安
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
所
得
や
世
帯
構
成
に

よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

国
保
医
療
課　

後
期
高
齢
者
医
療
係

　

28
・
６
０
１
７　
　

28
・
６
０
５
８

　

身
体
障
害
者
補
助
犬
給
付
事
業

　　

身
体
障
害
者
補
助
犬
と
は
、
目
や
耳
、
手

足
に
障
が
い
が
あ
る
方
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
「
盲
導
犬
」
「
介
助
犬
」
「
聴
導
犬
」
の

総
称
で
す
。
県
で
は
毎
年
希
望
者
を
募
集
し
、

年
間
１
頭
の
身
体
障
害
者
補
助
犬
を
給
付
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

５
月
中
旬
ま
で

　

生
活
福
祉
課

　

県
障
が
い
福
祉
課

　

０
８
９
・
９
１
２
・
２
４
２
３

　

０
８
９
・
９
３
１
・
８
１
８
７

講座名 期間 時間 定員など 講師

楽しい着付け講座【前期】
（全 15 回）

6/3 ～ 9 月　
主に毎週水曜日

10:00 ～ 11:30
6 名　※着物など着付け
に必要な物をお持ちの方

岸　照子さん

野菜ソムリエの手ごねパンでラン
チ教室講座（全 10 回）

6/19 ～翌年 2月　
主に毎月金曜日 1回

10:00 ～ 13:00 16 名 加藤智子さん

野菜ソムリエの旬の料理教室講座
（全 10 回）

6/26 ～翌年 3月　
主に毎月第 4金曜日

10:00 ～ 13:00 16 名 合田麻起さん

おかしとサンドイッチの教室講座
（全 10 回）

6/16 ～翌年 3月　
主に毎月第 3火曜日

10:00 ～ 13:00 16 名
加藤智子さん
合田麻起さん

楽しい陶芸講座【初級】
（全 10 回）

6/4 ～翌年 2月　
主に毎月第 1木曜日

9:30 ～ 11:30
10 名　※陶芸を習った
ことがない方

荒井恵子さん

切り絵講座（全 10 回）
6/11 ～翌年 3月　
主に毎月第 2木曜日

10:00 ～ 12:00 20 名 合田加代子さん

クラフトバンド（紙バンド）講座
（全 18 回）

6/5 ～翌年 2月　
主に毎月第 1・3金曜日

9:30 ～ 12:00 10 名 高石小百合さん

誰でも楽しめる盆栽講座
（全 18 回）

6/13 ～翌年 2月　
主に毎月第 2・4土曜日

19:00 ～ 21:00 10 名 日野　勉さん

コラボで和音講座（全 18 回）
6/9 ～翌年 3月　
主に毎月火曜日 2回

19:30 ～ 21:30
15 名　※持参できる楽
器をお持ちの方

辻本瑠美さん

太極拳講座（全 18 回）
6/12 ～翌年 2月　
主に毎月第 2・4金曜日

19:30 ～ 21:00 40 名 河村珠江さん

気功講座（全 18 回）
6/10 ～翌年 2月　
主に毎月第 2・4水曜日

19:30 ～ 21:00 20 名 河村珠江さん



　

も
の
忘
れ
チ
ェ
ッ
ク
体
験
（
無
料
）

　

心
配
な
も
の
忘
れ
を
早
期
に
発
見
し
、
予

防
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

た
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
の
「
も
の
忘
れ
相
談
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
体
験
で
き
ま
す
。

　

一
人
５
分
程
度
で
簡
単
に
で
き
ま
す
。

　

高
齢
介
護
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
１
４
７　
　

28
・
６
０
５
９

　

光
回
線
サ
ー
ビ
ス
の
変
更
は
内
容
を

　

よ
く
理
解
し
て
か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
！

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
か
ら
光
回
線
を
借
り
受
け

た
事
業
者
（
光
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
）

の
参
入
が
増
え
、
こ
れ
ら
が
提
供
す
る
光
回

線
サ
ー
ビ
ス
（
コ
ラ
ボ
光
）
の
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
光
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
事

業
者
と
の
契
約
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
と
の

契
約
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

相
談
事
例

○
「
電
話
工
事
の
お
知
ら
せ
で
お
宅
に
訪
問

　

し
た
い
」
と
言
わ
れ
、
契
約
中
の
電
話
会

　

社
だ
と
思
い
話
を
聞
い
た
ら
「
こ
の
地
域

　

は
み
ん
な
、
こ
の
光
回
線
に
し
て
い
る
」

　

と
回
線
の
変
更
が
必
要
で
あ
る
か
の
よ
う

　

に
言
わ
れ
、
書
類
に
記
入
し
た
ら
、
契
約

　

中
の
電
話
会
社
と
違
う
別
会
社
へ
の
光
回

　

線
の
申
し
込
み
だ
っ
た
。

○
契
約
中
の
大
手
通
信
事
業
者
Ａ
を
名
乗
る

　

電
話
が
あ
り
「
光
コ
ラ
ボ
の
案
内
で
す
が
、

　

今
よ
り
料
金
が
千
円
ほ
ど
安
く
な
る
」
と

　

勧
誘
さ
れ
、
Ａ
社
の
プ
ラ
ン
変
更
だ
と
思

　

い
手
続
き
を
し
た
ら
、
別
会
社
と
の
契
約

　

に
な
っ
て
お
り
料
金
も
高
く
な
っ
て
い

　

た
。

ア
ド
バ
イ
ス

○
安
く
な
る
と
勧
誘
さ
れ
て
も
、
他
の
オ
プ

　

シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
と
セ
ッ
ト
契
約
だ
っ
た

　

場
合
、
今
の
料
金
よ
り
高
く
な
る
こ
と
が

　

あ
り
ま
す
。

○
勧
誘
さ
れ
て
も
す
ぐ
に
返
事
を
せ
ず
、
契

　

約
先
の
事
業
者
名
や
サ
ー
ビ
ス
名
な
ど
の

　

契
約
内
容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

　

内
容
が
理
解
で
き
な
い
、
必
要
が
な
い
と

　

思
っ
た
場
合
は
、
き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ

　

う
。

○
コ
ラ
ボ
光
は
電
気
通
信
事
業
法
の
解
約

　

ル
ー
ル
で
あ
る
「
初
期
契
約
解
除
制
度
」

　

の
対
象
で
す
。
解
約
し
た
い
と
思
っ
た
ら
、

　

す
ぐ
に
光
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
に

　

申
し
出
ま
し
ょ
う
。

○
困
っ
た
こ
と
や
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
場
合

　

は
、
左
記
の
相
談
窓
口
ま
で
ご
相
談
く
だ

　

さ
い
。

困
っ
た
時
は
ピ
ピ
ッ
と
相
談
！

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口

　

市
民
く
ら
し
の
相
談
課　

28
・
６
１
４
３

　

愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

０
８
９
・
９
２
５
・
３
７
０
０

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

１い

や

や

８
８

　

相　

談

日時 場所

5/13（水）

6/ 3（水）

13：30 ～ 15：00

高齢介護課

5/20（水）

13：30 ～ 15：00

川之江文化

センター 3階

第 1講義室

※予約不要

　

も
の
忘
れ
相
談
（
要
予
約
・
無
料
）

　

５
月
20
日
（
水
）
13
時
30
分
～
14
時
30
分

　

川
之
江
文
化
セ
ン
タ
ー
３
階　

第
２
講
義
室

　

一
人
30
分
程
度
で
２
名
ま
で

相
談
医
師　

山
崎
聖
広
さ
ん
（
四
国
中
央
病
院
）

※
す
で
に
専
門
医
を
受
診
さ
れ
て
い
る
場
合

は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
ご
家
族
の
み
で
の

ご
相
談
も
可
能
で
す

　
　

高
齢
介
護
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
１
４
７　
　

28
・
６
０
５
９

内容 日時 場所 問い合わせ先

パソコンワード初級講座
※無料、要申し込み

5/15（金）・5/29（金）
6/5（金）
10：00 ～ 12：00

市役所市民交流棟 1階
多目的室 3

障がいピアサポートセンター
090-2828-0439

県委託療育等支援事業
（相談・講師派遣など）

随時
（土・日曜日を除く）

支援の必要な方や家族が
関わる保育園・幼稚園・
学校・事業所など

澄心そうだんさぽーと
22-3311（鈴木・ファクス兼）

障がい者の就労相談・支援、
事業所からの雇用相談
※来所による相談は要予約

月～金曜日
9：00 ～ 17：30

サンハイツ三島中央 1階
（三島中央 3-13-12）

ジョブあしすと UMA
23-6558　　 22-4558
　jobassist@lagoon.ocn.ne.jp

障がいのある方へ　相談・支援事業



る
の
で
あ
れ
ば
問
題
が
な
い
と
考
え
て

い
る
人
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

し
か
し
、
調
査
に
協
力
す
る
こ
と
は
、

調
査
を
許
し
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

就
職
差
別
や
結
婚
差
別
な
ど
あ
ら
ゆ

る
差
別
に
深
く
関
わ
り
の
あ
る
身
元
調

査
に
対
し
て
は
、
一
人
ひ
と
り
が
「
し

な
い
・
さ
せ
な
い
・
許
さ
な
い
」
こ
と

を
心
掛
け
、
調
査
が
来
た
と
き
は
「
協

力
で
き
ま
せ
ん
」
と
は
っ
き
り
断
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

■
ス
テ
ッ
カ
ー
の
活
用

　

身
元
調
査
を
無
く
す
た
め
、
玄
関
先

な
ど
へ
の
「
身
元
調
査
お
こ
と
わ
り
ス

テ
ッ
カ
ー
」
の
貼
付
に
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

本
人
通
知
制
度
へ
ご
登
録
く
だ
さ
い

■
本
人
通
知
制
度
と
は

　

本
人
通
知
制
度
は
、
住
民
票
の
写
し

や
戸
籍
謄
抄
本
な
ど
の
証
明
書
を
、
本

人
の
代
理
人
や
第
三
者
に
交
付
し
た
場

合
に
事
前
登
録
し
た
人
に
対
し
て
証
明

書
を
交
付
し
た
事
実
を
通
知
す
る
制
度

で
す
。
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
住
民
票
の

写
し
な
ど
の
不
正
取
得
の
早
期
発
見
や

抑
止
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

※
個
人
の
重
要
事
項
が
記
載
さ
れ
た
住

民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄
抄
本
な
ど
を
不

正
に
取
得
す
る
こ
と
は
個
人
の
人
権
を

侵
害
す
る
犯
罪
行
為
で
す

■
登
録
手
続
き
に
つ
い
て

　

市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
、
各
窓
口
セ
ン

タ
ー
で
登
録
手
続
き
が
で
き
ま
す
。
な

お
、
登
録
手
続
き
の
際
に
は
、
運
転
免

許
証
な
ど
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で

す
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
QR

コ
ー
ド
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

人
権
施
策
課　

28
・
６
０
７
３

　

28
・
６
０
５
７

　

　

不
動
産
無
料
相
談
（
要
予
約
）

　

５
月
14
日
（
木
）
13
時
～
17
時

　

宇
摩
建
設
会
館
３
階
（
三
島
宮
川
）

　

相
談
日
前
日
ま
で
の
13
時
～
17
時
に
電
話

予
約
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　
　

愛
媛
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
四
国
中

央
地
区
連
絡
協
議
会

　

24
・
２
２
３
５　
　

24
・
２
２
３
６

　　

東
予
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

出
張
相
談
（
要
予
約
・
無
料
）

　

５
月
11
日
（
月
）・
25
日
（
月
）
13
時
～
17
時

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
四
国
中
央
１
階　

相
談
室

　

就
職
で
お
悩
み
の
15
歳
～
49
歳
の
方
ま
た

は
そ
の
保
護
者

　

１
人
１
時
間
の
相
談
で
１
日
４
名
ま
で

　
　

東
予
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

０
８
９
７
・
32
・
２
１
８
１

　

（
新
居
浜
市
繁
本
町
８
・
65
）

　

青
少
年
の
生
活
悩
み
相
談
（
無
料
）

　

９
時
～
20
時
の
間
で
随
時

　

電
話
ま
た
は
面
接

　

15
歳
～
20
歳
の
方
ま
た
は
保
護
者
な
ど

　
　
　

自
立
援
助
ホ
ー
ム
て
ぃ
ー
だ

　

74
・
３
５
３
８

　

（
土
居
町
小
林
18
・
３
）

身
元
調
査
お
こ
と
わ
り
運
動

■
身
元
調
査
と
は

　

結
婚
や
就
職
な
ど
の
際
に
、
家
族
構

成
、
財
産
、
学
歴
、
出
身
地
な
ど
を
、

本
人
が
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
、
近
所
の

人
や
知
人
、
興
信
所
な
ど
を
通
じ
て
調

べ
る
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
身
元
調

査
は
、
明
ら
か
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

侵
害
で
あ
り
、
ま
た
、
本
人
の
人
柄
や

能
力
を
無
視
し
た
重
大
な
人
権
侵
害
で

す
。

■
身
元
調
査
お
こ
と
わ
り
運
動

　

本
市
で
は
「
四
国
中
央
市
人
権
尊
重

の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
に
基
づ
き
、
全

て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を

目
指
し
て
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、

重
大
な
人
権
侵
害
や
差
別
行
為
で
あ
る

身
元
調
査
を
無
く
す
た
め
「
身
元
調
査

お
こ
と
わ
り
運
動
」
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

■
身
元
調
査
が
来
た
と
き
は

　

身
元
調
査
は
、
依
頼
す
る
側
に
問
題

が
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
人
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
わ
る
こ
と
を
何
の

疑
問
も
持
た
ず
に
教
え
て
し
ま
う
と
い

う
こ
と
に
も
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
調
査
さ
れ
て
い
る
そ
の
人
に

有
利
な
情
報
や
良
い
こ
と
だ
け
を
教
え

じ
ん
け
ん
広
場

身
元
調
査
お
こ
と
わ
り
ス
テ
ッ
カ
ー



相談日は変更する場合があります。事前に電話でお問い合わせください。

 法律相談　※相談日前日 17：15 までに要予約（土・日・祝日は予約不可）

法律相談は、コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、

中止となりました。

 市民くらし
 の相談課

28-6143
28-6149

　

 司法書士相談　※相談日前日 17：15までに要予約（土・日・祝日は予約不可）

司法書士相談は、コロナウイルス感染症の拡大防止の観点か

ら、中止となりました。

 市民くらし
 の相談課

28-6143
28-6149

 人権相談

 5/18（月） 10：00 ～ 12：00  土居福祉センター 1階  人権施策課
28-6073
28-6057

 6/ 1（月） 13：00 ～ 15：00  川之江文化センター 4階

 6/10（水） 10：00 ～ 12：00  新宮公民館 1階　研修室

年中（土・日・祝日・年末年始を除く）

8：30 ～ 17：15

 松山地方法務局四国中央支局

 23-2407    23-2496
　

 年金出張相談　※要予約

 5/14（木）10：00 ～ 14：30 受付

 川之江文化センター 4階
 新居浜
 年金事務所
0897-35-1445

 5/28（木）10：00 ～ 14：30 受付

 6/ 4（木）10：00 ～ 14：30 受付

 行政相談

5 月の行政相談は、コロナウイルス感染症の拡大防止の観点

から、中止となりました。  総務調整課  
28-6002
28-6056

 6/ 1（月）10：00 ～ 12：00  市役所１階　102 会議室

 6/ 8（月） 9：00 ～ 12：00  土居窓口センター 1階

 6/10（水）10：00 ～ 12：00  新宮公民館 1階　研修室

 一般・消費・ＤＶ相談（相談窓口）

 5/12（火） 9：30 ～ 11：30  土居窓口センター 1階

 市民くらし
 の相談課

28-6143
28-6149

 5/14（木） 9：30 ～ 11：30  川之江文化センター 1階

 5/28（木） 9：30 ～ 11：30  川之江文化センター 1階

 6/ 2（火） 9：30 ～ 11：30  新宮公民館 1階　研修室

 6/ 9（火） 9：30 ～ 11：30  土居窓口センター 1階

年中（土・日・祝日・年末年始を除く）

8：30 ～ 17：15
 市民くらしの相談課

 暴力団相談

年中（土・日・祝日・年末年始を除く）

8：30 ～ 17：15

 愛媛県暴力追放推進センター

 089-932-1893  　089-932-8930

5 月の相談日程

今月の納期
軽自動車税（種別割）　全期分

保育所・認定こども園使用料　5月分

放課後児童クラブ負担金　5月分

市営住宅使用料　5月分

市営住宅駐車場使用料　5月分

※納期限　6月 1日（月）

水道料金　4月分

下水道使用料　4月分

※納期限　5月 11 日（月）

障がいのある方へ
指定相談支援事業所

 基幹相談支援センター　　　28-6154

　28-6079　　 8：30 ～ 17：15

 澄心そうだんさぽーと　　　22-3311

　22-3311　　 8：30 ～ 17：30

 光と風　　　　　　　　　　22-4020

　22-3116　　 9：00 ～ 17：00

 障がい者相談支援センター　28-6135

　23-7044　　 8：30 ～ 17：15

 ひまわり　　　　　　　　　22-3802

　22-3807　　 8：00 ～ 17：00

 相談サポート　優　　　　　72-8080

　72-8081　　 8：30 ～ 17：30

 四つ葉　　　　　　　　　　57-0426

　57-0427　　 9：00 ～ 18：00

 市児童発達支援センター　　28-6266

　28-6030　　 8：30 ～ 17：15

 相談さぽーと　夢の種　　　29-5503

  29-5503　　 9：00 ～ 18：00



ステップアップ教室「美
み が く

学」
参加者募集！

5/15（金）14：00 ～または 19：30 ～
　めんつゆと佃煮作り
　5/12（火）まで
　材料代実費

天満公民館 28-6360

おいしいパン教室
参加者募集！

初回 6/4（木）13：00 ～
※全 6回（6・7・9月の第 1･3 木曜日）
　15 名（先着順・初心者優先）
　1回 700 円

中曽根公民館 28-6061

※各公民館のイベントについては、新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、日程などが変更にな
る可能性があります。開催状況などについては市ホームページなどでご確認ください

５月の休館日

川之江図書館
毎週月曜日、29（金）
1（金）～ 6（水・祝）※

三島図書館
毎週月曜日、29（金）
1（金）～ 6（水・祝）※

土居図書館
毎週月曜日、7日（木）、29（金）
1（金）～ 6（水・祝）※

おやこ図書館
毎週月曜日、31（日）
1（金）～ 6（水・祝）※

※緊急事態宣言に基づく臨時休館

　

５
月
の
図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト
、
お
は
な

し
会
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

読
書
通
帳
を
使
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　

平
成
28
年
度
か
ら
読
書
通
帳
を
お
渡
し
し
て

い
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
多
く
の
利

用
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
読
書
通
帳
を
利
用
し
た

い
と
の
お
声
を
い
た
だ
き
、
現
在
５
色
に
な
り

ま
し
た
。

　

ご
自
身
や
ご
家
族
の
読
書
の
記
録
と
し
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

お
は
な
し
会

イ
ベ
ン
ト
情
報

川之江図書館　28-6256

三島図書館　　28-6053

土居図書館　　28-6354

おやこ図書館　28-6258

検索紙のまち図書館

４
か
月
検
診
後
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク

配
布
の
お
知
ら
せ

　

本
市
の
図
書
館
で
は
、
令
和
元
年
11
月
以
降

生
ま
れ
の
方
が
４
か
月
検
診
を
受
診
す
る
際
に
、

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
（
絵
本
２
冊
）
を
お

渡
し
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
以
降
に
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
を

受
け
取
ら
れ
て
い
な
い
方
は
、
各
図
書
館
で
お

渡
し
し
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
け
渡
し
の
際
は
、
母
子
手
帳
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。



お住まい
（地域）

4 か月児健診 1歳 6か月児健診 3歳児健診

Ｒ1年12月生 Ｒ2年1月生 Ｈ30年10月生 Ｈ30年11月生 Ｈ29年4月生 Ｈ29年5月生

川之江
新宮

中止
6/3（水）

12：45 ～ 13：30

中止
6/11（木）

12：45 ～ 13：30
中止

6/4（木）
12：45 ～ 13：30

川之江ふれあい交流センター

三島 中止
6/10（水）

12：45 ～ 13：30
中止

6/17（水）
12：45 ～ 13：30保健センター

土居

6/5（金）
13：00 ～ 13：45

※対象は R2 年 1 月生・2月生

土居窓口センター 3階 保健センター

※川之江・新宮地域の 4か月児健診の場所が変わりましたのでご注意ください
※乳幼児健診の受付時間が変わりました（土居地域を除く）のでご注意ください
※頭囲を測定しますので、健診当日お子さんの髪を留める場合は耳より上で留めないでください
※お住まいの地域以外の健診日程で受診したい場合は、事前に下記までご連絡ください
●母子健康手帳と健診問診票（育児ノートから切り取って）をご持参ください。
● 1歳 6か月児健診・3歳児健診は歯科健診がありますので、歯磨きをしてお越しください。
●健診当日、お子さんの体調が優れない場合は、無理をせず体調が回復してから受診するようにしましょう。

保健センター 28-6054　　保健推進課川之江窓口 28-6214　　保健推進課土居窓口 28-6350

乳幼児健診～子どもの健やかな発育のために～
5 月の健診は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、中止となりました。5月の健診対象者には個別にご連絡します。

保健センターで受診できない土居地域の方は、土居窓口センター
3階で行われる 1歳 6か月児・3歳児健診にお越しください。
とき：6/26（金）12：45 ～ 13：45

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点
から、保健センターで実施している健診・教室・
相談が中止 ・ 延期になる場合があります。 市
ホームページをご確認いただくか、 お問い合わ
せください。

保健センター　28-6054

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、6 月の
総合健診は中止となりました。
 それに伴い、「令和 2 年度総合健診カレンダー」の配布
は 6月以降を予定しています。ご了承ください。

♪令和 2 年度総合健診カレンダー配布のお知

らせ

令和 2年度総合健診カレンダー（見本）

■問い合わせ先　保健センター　28-6054

♪育児相談・妊婦相談（無料）

日　時 場　所
6/ 1（月）10：00 ～ 11：30 川之江にこにこルーム（出張相談）

6/25（木）13：30 ～ 15：00 保健センター

※育児相談・妊婦相談は新型コロナウイルス感染症の拡
大状況により中止になる可能性があります
※中止になった場合は、個別での相談は可能ですので、
保健センターまでお問い合わせください　　
※上記相談日以外でも、妊娠や育児に関する相談は随時
行っておりますのでお気軽にご相談ください
■問い合わせ先　保健センター　28-6054



急病などで困った時は !

救急外来は、夜間などの急病に対して応急的な処置

を行うところです。休日・夜間に平日の昼間と同じ

ような感覚で安易に救急外来を受診することのない

よう、適切な救急医療機関の利用をお願いします。

お願い

○テレガイド（休日・夜間救急当番医など）
23-5990
消防署につながります。自動音声でその日の夜間
救急病院の病院名と電話番号、また急患医療セン
ターの電話番号を教えてくれます。

○病院案内

28-9119
消防署につながります。担当者が症状などを聞い
てどこの病院へ行けばよいか案内します。

○小児救急医療電話相談
089-913-2777 または ＃8000（携帯・プッシュ回線）

医師や看護師などが家庭での応急対処の方法や医療
機関受診について教えてくれます。

◎急患医療センター（内科・小児科）
56-1913　妻鳥町 1501-1（妻鳥小学校西側）
【診療時間】月曜日～土曜日　19：30 ～ 22：30
　　　　  （日曜日・祝日・5/3 ～ 5/6 は休診）　

※急患医療センターの診療は、宇摩医師会の有志の先生方の

ご協力により実施しています

5 月 31 日は世界禁煙デーです

（禁煙週間 ： 5月 31日～ 6月 6日）
　喫煙は健康に与える影響が大きく、個人の嗜

し こ う

好に
とどまらない健康問題です。生活習慣病を予防するう
えでも、一人ひとりが「禁煙」について考えましょう。

高齢者の肺炎球菌感染症　定期予防接種

　今年度の対象年齢の方には、4 月下旬より順次、接
種券（紫色の封筒）を発送します。なお、この制度
は自費接種を含め、今までワクチンを接種したこと
がない方を対象としています。接種を希望される対
象者は、まずはかかりつけ医にご相談ください（接
種をする場合は委託医療機関に予約が必要です。また
県外での接種を希望される方は事前に保健センターま
でお申し込みください）。

■対象者　令和 2年度に以下の年齢になる方
※過去に接種を受けたことがある方は対象外

65 歳 昭和 30 年 4 月 2 日生～昭和 31 年 4 月 1 日生の方

70 歳 昭和 25 年 4 月 2 日生～昭和 26 年 4 月 1 日生の方

75 歳 昭和 20 年 4 月 2 日生～昭和 21 年 4 月 1 日生の方

80 歳 昭和 15 年 4 月 2 日生～昭和 16 年 4 月 1 日生の方

85 歳 昭和 10 年 4 月 2 日生～昭和 11 年 4 月 1 日生の方

90 歳 昭和 5 年 4 月 2 日生～昭和 6 年 4 月 1 日生の方

95 歳 大正 14 年 4 月 2 日生～大正 15 月 4 月 1 日生の方

100 歳 大正 9 年 4 月 2 日生～大正 10 月 4 月 1 日生の方

■接種料金　4,000 円（自己負担額）
■接種期限　令和 3年 3月 31 日まで
■問い合わせ先　保健センター　28-6054

　県では、特定感染症などの予防・まん延防止及び治療
対策の推進を図ることを目的とし検査を実施していま
す。
■とき　令和 3 年 3 月 31 日まで（毎週水曜日）10:30 ～
11:30
※祝日及び年末年始を除く
■内容

HIV 検査、B 型肝炎検査、C 型肝炎検査、梅毒検査、
HTLV-1 検査
※前日までに申し込みください
※検査結果は、採血 30 分後にお知らせします
■ところ・申し込み先　四国中央保健所　23-3360 

♪特定感染症等検査実施について
（予約制・無料）

休日当番医　　診療時間　9：00 ～ 18：00
※都合により変更する場合があります

月日 東部 西部

5/3 大西内科医院
56-2018（金生町下分）

青野医院
74-7470（土居町津根）

5/4 福田医院
23-2188（下柏町）

豊岡台病院
25-0088（豊岡町長田）

5/5 矢部内科
23-5018（三島宮川）

ふく整形外科
74-0029（土居町中村）

5/6 井上整形外科
24-2171（三島中央）

鈴木医院
74-7700（土居町小林）

5/10 松岡整形外科
58-5455（川之江町）

みよし循環器ｸﾘﾆｯｸ
24-5311（寒川町）

5/17 芝医院
56-4811（妻鳥町）

生協宇摩診療所
25-0114（寒川町）

5/24 井上整形外科
58-8700（金生町山田井）

恵康病院
74-7600（土居町蕪崎）

5/31 川上こども
57-1155（金生町山田井）

中央クリニック
23-7808（三島中央）

6/7 福田医院
23-2188（下柏町）

栗整形外科病院
24-5550（中之庄町）

ｸﾘﾆｯｸ

ｸﾘﾆｯｸ
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　3/23（月）、四国中央地区労働者福祉協議会（井
上俊正会長）から木製テーブル 4台が寄贈されまし
た。寄贈先の社会福祉法人澄心「たのしみ」の井原
佳代理事長は「ご寄贈頂いたテーブルは障がいを持
つ方に安らぎを提供するとともに、大きな励みにな
ると思います。本当にありがとうございました」と
謝辞を述べました。

四国中央地区労働者福祉協議会が
木製テーブルを寄贈

令和元年 5月生まれ

　6/1（月）必着（応募多数の場合は抽選）
　総務調整課に備え付けの申込用紙に必要事項を記
　入のうえ、お子さまの写真または写真データを収
　録した CD・DVD とともに提出してください。
※申込用紙はホームページからダウンロードできます
　　総務調整課 広報広聴係　28-6158
　　〒 799-0497　三島宮川 4-6-55

詳しくはこちら▶

 7 月に満 1・2歳の誕生日を迎えるお子さま募集！ 

●おなまえ（町名）　●生年月日　●家族からのメッセージ1 2 3

●2

三宅桜
おうじろう

仁朗くん（下柏町）
令和元年5月 15日
これからも笑顔満開の桜
ちゃんでいてね♡

●1

●2

●3

三宅令
はるま

真ちゃん（妻鳥町）
令和元年5月 28日
これからもニコニコ笑顔で
スクスク育ってね。

●1

●3

おめでとうございます！
令和 2年度　～高齢者叙勲～

瑞宝双光章
石川　望さん（川之江町）/税務行政事務功労
元大蔵事務官 
瑞宝双光章
高橋達夫さん（上分町）/教育功労
元川之江小学校長

( 有 ) 脇製茶場が中四国農政局長賞を受賞

　3/19（木）、有限会社脇製茶場（脇斗志也代表取
締役）が、「中国四国地域未来につながる持続可能
な農業推進コンクール」において、中四国農政局
長賞を受賞したことを、市長に報告しました。こ
の受賞は、安全・安心で人や環境にやさしい「新
宮茶」の製造だけでなく、地域振興に貢献してき
たことなどが評価されたことによるものです。

愛媛県政発足記念日知事表彰を受賞

　2/20（木）、県政発足記念日に、県行政の振興に
功績のある方々が顕彰されました。本市からは、
下記の 4人が受賞しました。
・石黒忠則さん（県愛護班連絡協議会会長）
・石川政幸さん（県管工事協同組合連合会会長）
・尾藤淳一さん（県建築士会副会長）
・村上三枝子さん（水引細工師）

株式会社ゴークラが自由画帳を寄贈

　3/10（火）、株式会社ゴークラ（望月康平代表取
締役）から自由画帳 1,554 冊が市内の保育園など
計 23 園に寄贈されました。同社は地域交流事業の
一環として三島高校商業科情報デザイン類型の生
徒が描いた作品を表紙に用いた「自由画帳」を作
成しており、平成 14 年度から毎年幼稚園と保育園
などを交互に、自由画帳の寄贈を行っています。



～ 議 会 活 動 ～
　３月６日に篠原市長から、議長・副議長・
各常任委員会委員長へ政策提言書に対しての
回答書が提出されました。

「四国中央市ブロック塀等の除却助成への政策提言」に対する反映状況の報告

ブロック塀等安全対策事業の継続的な制度維持について
　本事業は、国の緊急特別予算枠を活用しているため、令和３年度以降も国庫補助が継続されるか明らかにされて

いない。今後も情報収集に努める。

　なお、国庫補助が継続されない場合は、本事業の目的が達成されるよう、事業の継続・内容の見直しを含め、市単

独事業での対応も視野に入れ検討していく。

危険なブロック塀などに対する意識の啓発と除却助成制度の普及について
　補助事業の普及方法は、市報・ホームページ・パンフレットにて案内している。

　今後は、国土交通省から新たな見解が示され、幅広い運用が可能となったことから、来年度からの適用に向け、避

難路などの見直しを行う予定である。

提出された回答書の内容

教育厚生常任委員会

「四国中央市の防災への政策提言」に対する反映状況の報告

「四国中央市防災基本条例」の制定について
　「四国中央市地域防災計画」との整合性や他市の条例制定状況を踏まえ、調査研究中である。

「四国中央市防災の日」の制定について
　本市では、毎年９月の第１日曜日に「四国中央市防災訓練」を実施しており、市民意識も定着しつつあることから、

同日を「四国中央市防災の日」として制定する方向で検討中である。

「四国中央市の共生社会構築への政策提言」に対する反映状況の報告

「共生社会条例」の制定について
　制定までのプロセスが重要であることから、多様な分野から意見を聞き、市民・議会・行政が協働で行う。

　令和２年度は、理念・総則などの作成に向けて取り組む。

　関係団体との意見交換会の開催など、具体的な取り組み内容の案を提示する。

総務市民常任委員会

産業建設常任委員会



●議案第 17 号　「令和元年度四国中央市一般会計補正予算（第６号）」【所管分】

質問　　駅周辺施設整備事業において、委託内容を具体的に伺う。

答弁　　駅周辺施設整備事業のＪＲ伊予三島駅の調査業務は、四国開発建設と委託契約して

　　　いる。内容は駅のバリアフリー化で、エレベーター設置を主な事業とし、トイレの多

　　　目的化が可能か基本的な調査を行い、その後、基本設計まで進め概算事業費を算出す

　　　る契約をしている。

質問　　県営港湾整備事業 6,643 万円の負担割合について伺う。

答弁　　県営港湾整備事業の負担割合について、市は県の負担分の３分の１であり、事業に

　　　よって事業費の９分の２、６分の１、３分の１である。

●議案第 22 号　「令和２年度四国中央市一般会計予算」【所管分】

質問　　農村地域防災減災事業510万円の範囲と内容及び農地耕作条件改善事業158万4,000

　　　円の場所について伺う。

答弁　　農村地域防災減災事業について、市内のため池の浸水被害想定区域図の作成で市内

　　　17 池を予定している。

　　　　農地耕作条件改善事業について、木ノ川農道を予定している。

※紙面の都合上、質問は抜粋しています
※委員会の様子をケーブルテレビで放送中産業建設委員会の審査概要

◎国政　　守　○石川　　剛　　三宅　繁博　　川上　賢孝　　　◎委員長
　篠永　誠司　　青木　永六　　曽我部　清  　　　　　　　　　○副委員長

議会を傍聴してみませんか ?

　　本会議及び委員会は原則として公開していますので、どなたでも傍聴すること
ができます。傍聴を希望される方は、本会議及び委員会当日に、市役所６階で傍
聴人受付簿に住所、氏名をご記入のうえ、傍聴してください。
　また、本会議の様子はケーブルテレビ、インターネットで生中継をしています。　また、本会議の様子はケーブルテレビ、インターネットで生中継をしています。

編集委員　◎印は委員長 ○印は副委員長

　　◎山川和孝　 ○眞鍋幹雄　 石川　剛　 三好　平　 谷内　開　 吉田善三郎　 井川　剛

〔問い合わせ先〕
〒799-0497愛媛県四国中央市三島宮川４ー６ー55(四国中央市議会内)  TEL 28-6048

《議会だより編集委員会》



●議案第 17 号　「令和元年度四国中央市一般会計補正予算（第６号）」【所管分】

質問　　プレミアム付商品券の成果について、多額の減額が出たが所感を伺う。

答弁　　実績について、非課税世帯の申請率が、県下の平均 41.1％に対して当市は 43％で

　　　あった。全国的に低調気味ではあったが、当市としては本事業は達成できていると考

　　　える。

質問　　ＧＩＧＡスクール構想について、生徒へのタブレットの支給はいつになるか。

答弁　　今回の補正予算には、パソコン、タブレットの購入費は含まれていない。国からの

　　　要請では、令和２年度から令和５年度にかけて、段階的に財政状況を見ながら導入す

　　　ることになっている。

●議案第 22 号　「令和２年度四国中央市一般会計予算」【所管分】

質問　　放課後児童クラブの４月からの受け入れ状況は。

答弁　　新年度の申し込みは 950 名であり、内訳は１年生から３年生までが 870 名、４年生  

      は 80 名の申し込みである。

●議案第３号　「四国中央市事務分掌条例及び四国中央市議会委員会条例の一部を改正する

　　　　　　　条例について」

質問　　消防本部内の安全・危機管理課から市長部局内に新設される課へ移行される業務内

　　　容は何か。

答弁　　安全・危機管理課にて行っていた防災業務を市長部局に移行する。より一層消防と

　　　連携し、市民の安全と安心の暮らしを守っていく。

●議案第 22 号　「令和２年度四国中央市一般会計予算」【所管分】

質問　　寄附講座設置事業 4,880 万円の内容は。

答弁　　愛媛大学に開設いただき、地域の医療を充実させるため、ＨＩＴＯ病院と四国中央

　　　病院に医師派遣などを行うものである。

●議案第 23 号　「令和２年度四国中央市国民健康保険事業特別会計予算」

質問　　特定健康診査の受診率は他市と比べ、どのくらいか。また受診率を上げ、医療費を

　　　抑えれるよう、ＰＲしてはどうか。

答弁　　愛媛県全体が全国的に低いが、その中でも低く、平成 30 年度は 30.7％である。出

　　　前講座や広報紙の活用、医師会などへの協力依頼により、受診率の向上につなげたい。

※紙面の都合上、質問は抜粋しています
※委員会の様子をケーブルテレビで放送中総務市民委員会の審査概要

◎原田　泰樹　○吉田善三郎　　眞鍋　幹雄　　三好　　平　　　◎委員長
　山本　照男　　苅田　清秀　　石津千代子　　谷　　國光  　　○副委員長

※紙面の都合上、質問は抜粋しています
※委員会の様子をケーブルテレビで放送中教育厚生委員会の審査概要

◎石川　秀光　○吉原　　敦　　飛鷹　裕輔　　山川　和孝　　　◎委員長
　谷内　　開　　井川　　剛　　西岡　政則　　　　　　　　　　○副委員長



議案第 11 号  四国中央市福祉会館条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 12 号
 四国中央市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部
 を改正する条例について

原案可決

議案第 13 号  四国中央市国民健康保険条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 14 号  四国中央市市道の構造の技術的基準を定める条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 15 号
 四国中央市営住宅条例及び四国中央市コミュニティ住宅条例の一部を改正する条例に
 ついて

原案可決

議案第 16 号  四国中央市水道事業等の設置等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 17 号  令和元年度四国中央市一般会計補正予算（第６号） 原案可決

議案第 18 号  令和元年度四国中央市港湾上屋事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 19 号  令和元年度四国中央市西部臨海土地造成事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 20 号  令和元年度四国中央市津根工業団地造成事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第 21 号  令和元年度四国中央市公共下水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第 22 号  令和２年度四国中央市一般会計予算 原案可決

議案第 23 号  令和２年度四国中央市国民健康保険事業特別会計予算 原案可決

議案第 24 号  令和２年度四国中央市国民健康保険診療所事業特別会計予算 原案可決

議案第 25 号  令和２年度四国中央市介護保険事業特別会計予算 原案可決

議案第 26 号  令和２年度四国中央市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算 原案可決

議案第 27 号  令和２年度四国中央市福祉バス事業特別会計予算 原案可決

議案第 28 号  令和２年度四国中央市港湾上屋事業特別会計予算 原案可決

議案第 29 号  令和２年度四国中央市西部臨海土地造成事業特別会計予算 原案可決

議案第 30 号  令和２年度四国中央市寒川東部臨海土地造成事業特別会計予算 原案可決

議案第 31 号  令和２年度四国中央市駐車場事業特別会計予算 原案可決

議案第 32 号  令和２年度四国中央市介護予防支援事業特別会計予算 原案可決

議案第 33 号  令和２年度四国中央市後期高齢者医療保険事業特別会計予算 原案可決

議案第 34 号  令和２年度四国中央市城山下臨海土地造成事業特別会計予算 原案可決

議案第 35 号  令和２年度四国中央市水道事業会計予算 原案可決

議案第 36 号  令和２年度四国中央市工業用水道事業会計予算 原案可決

議案第 37 号  令和２年度四国中央市公共下水道事業会計予算 原案可決

議案第 38 号  令和２年度四国中央市財産区管理会特別会計予算 原案可決

議案第 39 号  四国中央市指定金融機関の指定について 原案可決

議案第 40 号
 四国中央市農業委員会の委員に占める認定農業者等又はこれらに準ずる者の割合を４
 分の１以上とすることにつき同意を求めることについて

同　　意

議案第 41 号  四国中央市農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて 同　　意

諮問第１号  人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
異議なき旨
答　　申

２年
請願第１号

 「国による妊産婦医療費助成制度創設」並びに、「福祉医療制度の実施に伴う国保国庫
 負担金の削減措置廃止」を求める意見書の提出を求める請願

継続審査

２年
陳情第１号

 種苗法改正案に関する陳情 継続審査

元年
陳情第３号

 家族従業者の人権保障のため「所得税法第 56 条の廃止を求める意見書」採択を求める
 陳情

継続審査



　

　

三好　平 議員

◆要介護等認定による障害者控除の周知徹底をし、暮らし支援を進めよう
　　　全国では 65 歳以上で要介護等認定を受けている人は、障害者手帳不保持でも、自治体から「障害

　　　者控除対象認定書」を受ける可能性があり、税や介護保険料の軽減ができている。認定申請手続き

　　　認定審査、税の控除内容及び控除手続きなどの説明と周知を求める。

　　　福祉部長、高齢介護課長
　令和元年度分の所得について障害者控除を申告する場合、65 歳以上の控除対象者が要
介護認定を受けており、令和元年 12 月 31 日の基準日を含む要介護認定の有効期限があ
る方で、認知症の程度が要介護認定に係る認定調査票または主治医意見書においてラン
クⅡまたはⅢと判断される普通障害、ランクⅣまたはＭと判断される特別障害及びラン
クＢまたはＣと判断され、６か月以上寝たきりである特別障害の要件を満たしている方
に対し、障害者控除対象者認定書を交付している。
　税の控除については、会社員などの給与所得者は年末調整時に、自営業者や年金受給
者の方は確定申告の際に、障害者手帳や障害者控除認定書などを提示して障害者控除の
申告をすることにより、所得税及び住民税が減額される。

その他の質問　○命を守るために、がん検診の充実を
　　　　　　　○国道 11 号川之江三島バイパスで命・暮らしの充実を

◆新型コロナウイルスへの予防対策は
　　　感染拡大の一途をたどっている新型コロナウイルスの感染予防策は講じているか。市当局として、   

　　　クラスター対策への取り組みや、教育委員会の学校休校による放課後児童クラブへの対応策は万全

　　　を期しているか。

谷　國光 議員

　　　市民部長、教育指導部長
　クラスター対策について、本市において２月 25 日に対策本部を設置し、今後の対応な
どを協議した。感染拡大を防ぐには、手洗いやマスク着用など一人ひとりの対策ととも
にクラスター対策が重要となる。不特定多数の人が集まるイベントの中止や、小中学校
の休校、公民館などの休館、体育施設や図書館などの利用制限を実施している。これら
の情報については、広報紙やチラシのほか、市ホームページや四国中央テレビでも呼び
かけを行っているところである。今後も状況に応じた情報提供を行いたい。放課後児童
クラブについては、学校が臨時休校となったことを受け、３月９日から受け入れを拡大
することとしている。その分指導員が必要となるが、学校教育現場の教育支援員の方を
配置して体制を整えたい。

その他の質問　○職員採用試験の現状は　○市営住宅南部第１団地の空き室対策は
　　　　　　　○四国中央病院はどう考えても現在地がベストである

番　号 件　　　　　　　　　　名 議決結果

承認第１号
 令和元年度四国中央市津根工業団地造成事業特別会計補正予算（第１号）の専決処分
 の承認を求めることについて

承　　認

承認第２号  交通事故に伴う和解についての専決処分の承認を求めることについて 承　　認

議案第１号  四国中央市地域福祉計画審議会条例の制定について 原案可決

議案第２号  四国中央市監査委員条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第３号
 四国中央市事務分掌条例及び四国中央市議会委員会条例の一部を改正する条例につい
 て

原案可決

議案第４号  四国中央市印鑑条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第５号  四国中央市特別職の非常勤職員の報酬等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第６号
 四国中央市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
 について

原案可決

議案第７号  四国中央市特別会計条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第８号  四国中央市基金条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第９号  四国中央市ふるさと寄附金条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第10号
 四国中央市公民館条例及び四国中央市教育施設等使用条例の一部を改正する条例につ
 いて

原案可決

令和２年 第１回 四国中央市議会定例会　議決結果一覧



　

　

　

苅田 清秀 議員

◆女性の立場での避難所運営について
　　　避難所の運営はこれまでは男性中心で営まれてきたが、東日本大震災を契機に、女性も避難所　　

　運営に積極的に加わるべきである。男女それぞれの立場で意見を述べ合う環境を作り出すために、　　

　女性の視点をどのようにして取り入れるのか。

　　　市長
　避難所で女性が直面する問題として、プライバシーや衛生問題をはじめ、女性用品や
育児・介護用品などの物資配給の遅延、性別や年齢による活動の固定化、さらには心身
の健康問題に至るまでさまざまな問題が指摘されている。これら諸問題解決への取り組
みとしては、間仕切りなどによる居住場所の区分けや授乳室・男女別トイレ・更衣室・
物干し場の設置によるプライバシーの確保、暴力などに対する防犯体制の強化、女性専
用の相談窓口の設置などの対策を講じる必要があると考える。本市の避難所運営の在り
方としては、男女共同参画の理念を基本としたうえで、女性や子育て家庭などのニーズ
にも十分配慮した避難所運営を目指すとともに、県が実施する防災士養成講座へ女性の
積極的な受講を働きかけ、避難所の運営組織に参画できるような女性リーダーを育成し
ていきたいと考える。
その他の質問　○福祉会館の利用について

国政　守 議員

◆地域を守る建設土木工事の担い手を育てる公共工事の平準化について
　　　公共工事の平準化を図るために、また建設土木工事の担い手を育てるためにも、年度末または新年

　　　度早々に着工できるゼロ市債を活用してはいかがか。

　　　市長
　公共工事のゼロ市債は、新年度早々の工事着手が可能になり、従来なら一般的に受注
機会の少ないとされる年度当初に受注業者の労働力を活用できるものとして、ほかの自
治体において活用されている事例がある。
　本市における年度当初の発注状況としては、４月発注分においては、年間を通じての
平均発注件数を下回っている。その一方で前年度３月には、事業の性質上などの事由に
よる繰越手続きを行い、次年度にまたがる工期にて平均件数以上の工事を発注している。
現在はこのような発注形態であり、結果として施工時期について平準化されていること
からゼロ市債は活用していないが、予算の執行状況の変化や、ほかの自治体の活用効果
なども勘案しながら引き続き検討していく。

その他の質問　○学校教育について
　　　　　　　○中高年のひきこもり対策に対する実効性ある支援と対策について

◆教育機会確保法に基づき、全ての子どもに学びの保障と居場所を
　　　不登校児童生徒への支援のあり方を大きく変える通知が文部科学省から出された。学校における個

　　　別の配慮、学びの保障、不登校対策がどのように変わろうとしているのか質
た だ

す。適応指導教室につ

　　　いて伊予三島地域と土居地域の２か所だけでなく、川之江地域にも開設を求める。

飛鷹 裕輔 議員

　　　市長、教育長、学校教育課長
　学校における個別の配慮として、不登校傾向にある児童・生徒については「不登校の
未然防止シート」を作成し、一人ひとりの状況を記録している。適切な指導方法や課題
を記録し、次年度の担任に引き継ぐという支援体制を行っている。学びの保障について、
教室に入れない児童生徒については、保健室や相談室、別室において学習支援を行って
いる。不登校対策について、学校教育においては児童生徒一人ひとりの才能や能力に応
じて、それぞれの可能性を伸ばせるように本人の希望を尊重したうえで、場合によって
は適応指導教室や民間のフリースクール、ＩＣＴなどを活用した学習支援など、さまざ
まな関係機関を活用し支援を行う必要があると考える。適応指導教室について、来年度は、
現在の２教室に加え川之江適応指導教室「キトリ」が再開となり、不登校児童生徒の居
場所が市内に増えることになっている。

その他の質問　○歩行者優先の交通安全について



　

　

　

一 般 質 問一 般 質 問

篠永 誠司 議員

◆コミュニティ・スク－ルについて
　　　コミュニティ・スクールとは、学校、保護者、地域の方から構成される学校運営協議会であり、学

　　　校運営や地域の課題解決の取り組みを行う組織である。令和元年度は５つの小学校がモデル校とな

　　　り実践しているが、今後の導入方針を伺う。

　　　教育長
　今後の導入方針として、来年度はモデル校５校に加え、三島、豊岡、関川小学校の３
校が４月からコミュニティ・スクールを導入する。教育委員会としても、令和４年度４
月には、市内全小中学校がコミュニティ・スクールになることを目指し、学校への理解
と参画を促す環境づくりに努力したいと考える。また、幼稚園や令和３年度に開校する
新居浜特別支援学校分校などにおいても、コミュニティ・スクールが導入されれば、共
生社会の実現がさらに大きく進むものと思われる。しかし、現段階では具体的なことに
ついては未定である。今後において、学校の特性を生かしつつ発達段階に応じて、子ど
もたちが地域、社会とつながる持続的、継続的な取り組みとなるよう、検討課題として
情報収集や研究を進めたいと考える。

その他の質問　○地域共生社会の実現について　○学校給食費などの徴収、会計について

◆障がい者支援施設太陽の家移転の進捗と移転に伴う担当係の設置状況を問う
　　　太陽の家移転について、移転を担当する係とその進捗を具体的に示していただきたい。また移転先

　　　は決まったのか。入所者または市内の障がい者への地域移行係は設置されるのか。

　　　福祉部長、生活福祉課長
　太陽の家を所管している発達支援課に施設整備事業を進める係を新設し、太陽の家に
は利用者の地域生活への移行に向けた意思決定などを直接支援する係を設けたいと考え
る。移転先について、市としては災害指定、交通安全、防犯、買い物などの利便性、公
共交通機関、医療機関の項目を基に検討を行った。施設の形態がどのようになるのかな
どを含め検討し、最終的な用地を決定したいと考える。
　地域移行係については、新年度から生活福祉課に障がいの有無に関わらず誰もがとも
に暮らせる地域づくりを推進する係を新たに設ける。太陽の家に入所されている方につ
いては、施設内に係を新設し、きめ細やかな支援を行いたいと考えている。日ごろから
利用者に寄り添う職員が中心となった支援体制を整えることで、地域移行へ向けた意思
決定支援をより効果的に行うことができると考えている。

その他の質問　○城山下臨海土地造成事業を問う　〇新宮小中学校の状況を問う
　　　　　　　○県立新居浜特別支援学校入学に向けての活動について　〇成人式のあり方を問う

西岡 政則 議員

吉原　敦 議員

◆地域コミュニティ活性化事業について
　　　地域コミュニティ活性化事業は、川滝・豊岡・蕪崎地区がモデル事業として開始されたが、成果は

　　　どのようなものか。また検証の結果、事業継続に伴う補助金の見直し、さらには市内全地域への拡

　　　大について問う。

　　　市長、副市長、政策部長
　成果について、地区コミュニティ計画の実施期間である５年間の最終年度を迎え、市
民活動事例発表会において３地区からは「住民が知恵を出し合い、一致団結して取り組
むことの大切さを再認識した」など、事業で得られた効果が発表され、来年度以降につ
いても計画の内容を精査したうえで事業を継続する意向が示された。これは各地区が特
色を生かし団結して事業を実施した結果であると考えている。補助金については、当初
１地区 100 万円の一律の補助金額としていたが、補助金額算定方法を含む制度の見直し
を行い、各地区の規模に応じた事業が実施できるよう、基本額に世帯割額を加算した額
を補助限度額とするよう変更した。市内全地域への拡大については、令和２年度から３
先進地区に加え中曽根地区が事業を開始する予定で、現在その準備が進められている。
最終的には全公民館区域での事業実施を目指している。

その他の質問　○小学校の運動会における開催時期の変更について　
　　　　　　　○中学校の部活動について　○国道 11 号川之江三島バイパスの４車線化について

※紙面の都合上、質問・答弁の
一部を要約要約して掲載しています



　

　

◆第二期子ども・子育て支援事業計画につ
　いて

質問　　４つの変更点について、どのような観
　　点から事業を組み立てていく計画なのか
答弁　　まず婚活事業について、引き続きえひ
　　め結婚支援センターと連携し、先進的な
　　ノウハウを生かした事業の展開を考えて
　　いる。次に保育人材の確保については、
　　介護など他業種も含めた合同就職説明会
　　の継続、潜在保育士の掘り起こしを行う。
　　放課後児童クラブについては、シルバー
　　世代をはじめ、教員ＯＢや地域の方の支
　　援により待機児童の解消を図る。特別な
　　支援が必要な児童への取り組みについて
　　は、加配保育士の配置などを行うととも
　　に令和３年４月に開校予定の特別支援学
　　校や関係機関とさらに連携できるよう取
　　り組みたいと考える。

◆地場産業の６次化について

質問　当市の６次産業化の現状と今後の展望
　　について
答弁　現状について、地元農産物を使った加
　　工品の試作ができるＪＡうま６次産業化
　　サポートセンターが平成 27 年 11 月に開
　　設され、これまで 15 品が地域ブランド商
　　品として産直市などで販売されている。今
　　後の展望として、霧の森大福に続く、地
　　域を代表する新たなブランド産品を生み
　　出せるようサポートセンターの利用拡大
　　を図りつつ、将来性のある実現可能なも
　　のに支援していきたいと考える。

◆県立新居浜特別支援学校分校の整備につ
　いて

質問　県立新居浜特別支援学校分校の教育に
　　ついて
答弁　まず、１クラスの児童・生徒数は本校
　　と同じく小学部、中学部ともに６人以内、
　　また同じ学年の児童・生徒だけで学級編
　　成が行われるため、より手厚い教育が受
　　けられると考える。
　　　分校には教頭職である分校長や、特別
　　支援教育専門の教員などが配置され、子
　　ども一人ひとりに応じた専門性の高い教
　　育が行われると聞いている。施設につい
　　ては、教室などのバリアフリー化を図る
　　とともに、内接トイレやエレベーターも
　　増設され、各教室にはエアコンが設置さ
　　れるなど充実した設備となっている。

◆大規模災害に備えた地域防災力強化の取
　り組みについて

質問　備蓄について
答弁　大規模災害時に、個人で備えるべき備
　　蓄品として、非常食や飲料水、救急医薬
　　品、携帯ラジオ、懐中電灯、衣類などの
　　必需品をはじめ、特に個人に処方された
　　薬やコンタクトレンズ、アレルギー対応
　　食品など、ほかの人と共有できないもの
　　を優先して備蓄しておくように市民に周
　　知している。
　　　市が保有する備蓄用飲料水やアルファ
　　米、缶詰パンなどの主要な備蓄品の大半
　　は、消防防災センターと川之江ふれあい
　　交流センターに常時備蓄している。

燧波会燧波会

その他の質問

○消費税５％減税で、

　地域経済・中小企業

　者・市民の暮らし・

　営業を守ろう

○国主導の地方創生で

　市民の幸せづくりは

　可能か

◆令和２年度当初予算と財政問題について

質問　　大型箱物優先のしわ寄せを市民に転嫁し
　　ない予算運営を求める
答弁　放課後児童クラブの保護者負担金の見
　　直しは、安定的に継続実施していくた
　　め受益者負担の適正化を図るものであ
　　る。今年度、待機児童対策で支援員の
　　処遇改善などを行い、事業費が２千万
　　円の大幅増となる見込みで保護者負担
　　割合は国が示している 50％に対し 22％
　　程度で、昨年度より５％程度低下する
　　見通しである。来年度は、国が示す負
　　担割合まで一挙に引き上げるのは難し
　　いことから、35％程度を目安に調整し
　　ている。なお、料金改定への苦情はな
　　かったと聞いている。使用料の見直し
　　は、利用者への影響、社会経済情勢な
　　どを総合的に判断し対応したい。

◆子ども・子育て支援の強化を

質問　　国民健康保険料の子ども均等割減免を
　　求める
答弁　軽減策を講じるには、現在の厳しい運
　　営環境の中で、新たな財源確保が必須
　　となる。
　　　また、県単位の国保広域化が始まっ
　　ており、今後は県下で保険料統一を目
　　指す必要があることから、本市単独で
　　はなく県下で導入できる時期などを見
　　定める必要がある。令和元年第２回定
　　例会にて採択された「国民健康保険の
　　国庫負担割合の引き上げと子供の均等
　　割軽減を求める意見書」のとおり、国
　　からの支援を受けられるよう関係各所
　　へ働きかけつつ、子育て支援や国保制
　　度の安定運営などさまざまな観点から
　　検討していきたい。

その他の質問

○障がい者支援施設太

　陽の家の施設更新に

　ついて

日本共産党日本共産党
◆全世代型社会保障改悪から暮らし応援を

質問　介護事業、第７期事業計画進行中の諸
　　問題について
答弁　今期の介護サービス費については、計
　　画値を下回る水準で推移しているものの、
　　高齢化の進展に伴い、要介護認定者数の
　　増加が見込まれる中で、昨年 10 月の介護
　　報酬改定の影響や施設の開設が最終年に
　　ずれ込んだことなどから、今後は状況を
　　注視していく必要があると考える。地域
　　包括支援センターの取り組みとしては、
　　昨年度から多職種協働による地域ケア個
　　別会議を定期的に開催するなど、高齢者
　　の日常生活の自立につなげるための施策
　　を重点的に行っている。

石川　剛 議員

◆納税者・市民の権利を尊重した債権管理行
　政を求める

質問　　滞納処分の総務大臣通知・大阪高等裁
　　判所判決が守られているか
答弁　滞納処分の判断に当たり、滞納者の
　　個々の生活状況を十分に把握したうえ
　　で、適正な執行に努めている。
　　　本市が給与もしくは年金のみの振込
　　口座の預金を差し押さえる場合は、振
　　り込み後の口座残高に対して、全額差
　　し押さえるのではなく、国税徴収法の
　　規定に基づく差し押さえ禁止額の計算
　　を適用のうえ、執行している。青木 永六 議員



　　

　

◆令和２年度当初予算編成方針について

質問　　予算編成方針の基本的な考え方と重点
　　を置いた具体的施策について
答弁　　令和２年度予算は事務事業の「厳選と
　　経費の抑制」を行うことを基本とし、「安
　　全安心を確保する取り組みとともに、地
　　方創生や産業基盤づくりによる地域活性
　　化と財政健全化の両立を目指す」ことを
　　基本方針に編成した。具体的な施策とし
　　ては、防災分野で災害発生時の緊急用ト
　　イレ確保のためのトイレトレーラー整備
　　事業、教育分野で新居浜特別支援学校の
　　三島小学校分校整備事業、産業分野で港
　　湾のガントリークレーン整備事業と新た
　　な事業用地造成と防災・減災対策を兼ね
　　た城山下臨海土地造成事業などの予算を
　　計上している。

◆地域医療（中核病院建設）について

質問　中核病院建設の進捗状況について
答弁　現在は、第一候補地である三島医療セ
　　ンターの場所の外周仮囲い塀の工事が完
　　了し、敷地内の液状化や建物の耐震調査
　　に着手しており、新病院に必要な機能や
　　病床数についての検討もなされている。市
　　においては、災害拠点病院となる中核病
　　院が、災害発生時でも病院機能を維持継
　　続できるよう、周辺道路整備事業として、
　　市道国道海岸線のボーリング調査を行い、
　　液状化対策について検討を行っている。
　　今後も市民へ情報提供するとともに、早
　　期建設の実現に向け支援を行っていきた
　　いと考えている。

◆国道11号川之江三島バイパスの延伸につ 
　いて

質問　早期延伸への市の取り組みについて
答弁　早期延伸への取り組みについて、引き
　　続き設計協議や用地交渉などにおいて、
　　地元の方の要望を把握するなど、事業が
　　円滑に進むよう取り組みたいと考える。
　　　また、本事業の整備促進には、道路関
　　係予算の安定的な確保が必要であること
　　から、関係省庁へ要望活動を行いたいと
　　考える。

◆三島川之江港の整備について

質問　　金子地区国際物流ターミナルへのガン
　　トリークレーンの整備について
答弁　ガントリークレーンは既存のクレーン
　　と比較し、時間当たりの処理能力が大幅
　　に向上し、非効率な荷役を解消できる。
　　　本クレーンの整備は、長期的な動向も
　　踏まえ国際競争力の確保を可能にするも
　　のと考えている。整備の進捗状況として
　　は、現在はクレーン本体の詳細設計と並
　　行して、三重県の津市の製作所において
　　製作工事を行っている。令和３年２月末
　　から３月初旬ごろには完成された状態で
　　海上輸送され、金子岸壁への据え付け作
　　業が行われる予定である。

その他の質問

○城山下臨海土地造成

　事業について

○オリンピック関連事

　業について

吉田善三郎 議員

※紙面の都合上、質問・答弁の
一部を要約要約して掲載しています

かがやき・かがやき・
公明クラブ公明クラブ

その他の質問

○新法皇トンネルの建

　設について

◆第２期四国中央市まち・ひと・しごと創生
　総合戦略について

質問　第２期総合戦略の特徴的な内容について
答弁　第１期の施策を継続・充実する考え方
　　と、国が第２期で示した新しい視点を取
　　り入れる考え方の２つを基本方針として
　　策定している。子育て環境の整備や、高
　　校卒業までに地元の産業を知ってもらう
　　取り組み、合同就職説明会、学生や転職
　　を考える若者を対象とした市内企業との
　　交流会の実施などを継続・充実していく。
　　また新しい視点としては、誰もが活躍で
　　きる地域づくり、関係人口の創出・拡大
　　を取り入れる。さらに誰一人取り残さな
　　い持続可能な未来を創るための世界共通
　　の目標であるＳＤＧｓの理念の普及を図
　　り、まちづくりに取り組んでいく。

◆高齢者福祉と介護保険について

質問　　第８期介護保険事業計画策定に当たって
　　の市の基本的考えについて
答弁　在宅介護実態調査などの実施により、
　　適切なサービス見込み量を把握し、必要
　　な基盤整備実施につなげる。また、本市
　　の保険料の額が県下でも高い水準にある。
　　サービス費の抑制が喫緊の課題となって
　　いることを踏まえ、さまざまな具体的施
　　策に取り組む必要がある。その重点目標
　　として、要介護状態とならないための介
　　護予防及び認知症予防事業の充実強化
　　や、適切なケアマネジメントプロセスに
　　よる給付適正化の徹底のほか、介護保
　　険サービスに依存することを必然としな
　　い地域全体での支援体制整備などを掲げ
　　たいと考えている。

◆水道ビジョンについて
質問　水道料金など具体的な検討事項について
答弁　今回の水道事業ビジョンで検討する必
　　要がある具体的な事項は、中田井浄水場
　　から土居地域への送水、水道事業の統合、
　　水道料金の統一の３つの項目が主である。
　　その内、水道料金の統一については、安
　　定した水道事業を経営し、住民サービス
　　の公平性を確保するためには、現在最も
　　高額である三島川之江地域の水道料金か
　　らさらに高い水準まで料金を値上げする
　　必要もあると考えており、水道料金の改
　　定スケジュールを水道事業ビジョンの中
　　に盛り込む予定である。

◆組織機構改革について

質問　「防災まちづくり推進課」は、どのような
　　課題に対応していくのか
答弁　当課は、本市防災体制の総括的な役割
　　を担うこととしている。具体的な内容と
　　して、安心・安全、災害に強い地域づく
　　りを推進するための「四国中央市国土強
　　靭化地域計画」の策定をはじめ、災害発
　　生時の人的・物的支援を効率的に受け入
　　れるための災害受援計画の策定、業務継
　　続計画（ＢＣＰ）の見直しなど、各計画
　　の整備とともに、自主防災組織の育成や
　　防災訓練の強化を推進し、地域防災力の
　　向上に取り組んでいく。

　新風会　新風会

代 表 質 問代 表 質 問

谷内 開 議員
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　　令和２年第１回定例会を去る２月25日から３月18日

までの23日間の会期で開催いたしました。

　今定例会には、四国中央市地域福祉計画審議会条例

の制定についてをはじめとする市長提出議案41件、諮

問１件が上程されました。

主な内容主な内容

①① 代表質問代表質問 ････････････････････････････P35 ～ P34

② 一般質問 一般質問 ････････････････････････････P33 ～ P31

③ 議決結果一覧議決結果一覧 ････････････････････P31 ～ P30

④ ④ 委員会の審査概要 ･･･委員会の審査概要 ･････････P29 ～ P28

⑤ ⑤ 議会活動議会活動 ････････････････････････････････････････P27

※ 36ページから 27ページまでが議会だよりとなっています

「　「　燧燧
ひうちひうち

 の 夕 景　 の 夕 景　」」～川之江城より～～川之江城より～
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